
　
本
学
の
二
〇
〇
五
年
度
入
学

式
は
、
四
月
一
日
、
名
古
屋
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

新
設
の
総
合
政
策
学
部
の
新
入

生
二
百
三
十
七
人
を
含
む
十
一

学
部
三
千
二
百
七
十
一
人
の
学

部
生
と
十
一
研
究
科
百
七
十
一

人
の
大
学
院
生
（
博
士
課
程
十

八
人
、
修
士
課
程
百
二
十
一
人
、

専
門
職
学
位
課
程
三
十
二
人
）

が
式
に
臨
み
、
中
京
大
生
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。�

　
式
典
は
午
前
、
午
後
の
二
回

に
分
け
て
実
施
。
千
人
を
超
え

る
父
母
ら
保
護
者
も
参
列
し
た
。�

　
小
川
英
次
学
長
は
式
辞
で
「
心

身
と
も
に
健
全
で
、
人
間
と
し

て
豊
か
で
鋭
い
感
性
の
持
ち
主

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
、
梅
村
清
弘
総
長
・

理
事
長
は
祝
辞
で
「
大
い
な
る

飛
躍
を
目
指
し
、
真
剣
味
の
あ

る
学
生
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う

エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
」
と
激
励

し
た
。�

　
続
い
て
会
場
を
埋
め
尽
く
し

た
新
入
生
と
保
護
者
、
壇
上
の

教
員
ら
が
学
歌
を
斉
唱
。
名
古

屋
二
期
会
会
員
で
本
学
混
声
合

唱
団
技
術
顧
問
の
奥
村
晃
平
さ

ん
ら
に
よ
る
歓
迎
の
歌
で
式
を

終
え
た
。�

　
新
入
生
は
、
授
業
科
目
の
履

修
方
法
や
、
最
近
多
発
し
て
い

る
詐
欺
事
件
を
未
然
に
防
ぐ
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
部
署

か
ら
の
説
明
も
受
け
た
。�

（
２
面
に
式
辞
と
祝
辞
の
大
要

を
掲
載
）�

　
本
学
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
学
部「
情

報
理
工
学
部
」
を
開
設
す
る
た

め
、
四
月
二
十
二
日
、
文
部
科

学
省
に
届
け
出
書
類
を
提
出
し

た
。�

　
情
報
理
工
学
部
は
、
二
〇
〇

五
年
度
で
学
生
募
集
を
停
止
す

る
情
報
科
学
部
を
基
礎
に
開
設
。

一
段
と
進
む
高
度
情
報
化
社
会

の
要
請
に
応
え
て
、
理
学
、
工

学
の
幅
広
い
情
報
分
野
の
教
育
、

研
究
を
行
う
。�

　
学
科
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
工

学
科
、
情
報
知
能
学
科
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の
三
学
科
を

設
置
。
そ
れ
ぞ
れ
既
設
の
学
科

の
専
門
性
を
よ
り

発
展
さ
せ
て
、
理
学
、

工
学
の
徹
底
し
た

技
術
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
、

現
在
の
社
会
が
求

め
る
情
報
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
育
成
す
る
。�

　
具
体
的
に
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
工
学
科
は
も
の
づ
く
り
や
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

な
ど
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
情

報
技
術
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ら

を
、
情
報
知
能
学
科
は
人
の
賢

さ
を
解
明
し
て
新
た
な
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

の
開
発
に
も
挑
戦
で
き
る
技
術

者
ら
を
、
ま
た
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
は
人
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
社
会
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

つ
な
ぐ
メ
デ
ィ
ア
の
新
た
な
可

能
性
を
探
究
す
る
技
術
者
ら
を
、

そ
れ
ぞ
れ
育
成
の
中
心
に
実
践

的
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
。�

　
入
学
定
員
は
、
情
報
シ
ス
テ

ム
工
学
科
百
二
十
人
、
情
報
知

能
学
科
七
十
人
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
工
学
科
百
人
。�
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本
学
は
、
今
年
度
開
設
し
た

総
合
政
策
学
部
を
広
く
各
界
の

市
民
に
披
露
す
る
催
し
を
、
六

月
三
日
、
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
い
た
。�

　
野
口
悠
紀
雄
さ
ん
（
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
客
員
教
授
、
早

稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）の「
日

本
経
済
の
行
方
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
記
念
講
演
会
と
パ
ー
テ
ィ

ー
の
二
部
構
成
で
開
催
。
高
校

の
教
員
を
始
め
と
す
る
教
育
界
、

経
済
界
な
ど
か
ら
約
五
百
人
が

出
席
し
た
。�

　
記
念
講
演
会
に
先
立
ち
、
総

合
政
策
学
部
の
奥
野
信
宏
学
部

長
と
久
保
田
進
彦
助
教
授
が
、

学
部
の
特
徴
と
教
育
目
標
に
つ

い
て
説
明
。
「
政
策
の
企
画
立

案
能
力
と
実
務
能
力
を
備
え
た

人
材
を
育
成
し
ま
す
。
自
ら
考

え
、
問
題
を
見
つ
け
、
解
決
で

き
る
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
で
す
。
教
員
は
全
力

で
学
生
の
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
述
べ
た
。�

◆�

　
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
梅
村
清

弘
総
長
・
理

事
長
が
開
会

挨
拶
で
、
本

学
開
設
時
か
ら
の
学
部
、
商
学

部
を
改
組
し
て
総
合
政
策
学
部

を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
、

「
新
し
い
時
代
に
は
新
し
い
教

育
が
必
要
で
す
。
新
時
代
の
政

策
、
ソ
フ
ト
を
考
え
る
教
育
の

場
と
し
て
総
合
政
策
学
部
を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
愛

知
、
名
古
屋
を
考
え
、
リ
ー
ド

し
て
い
く
知
と
力
が
持
て
る
よ

う
全
学
挙
げ
て
努
力
し
ま
す
」

と
決
意
を
語
っ
た
。�

　
こ
れ
に
対
し
、
松
原
武
久
名

古
屋
市
長
、
鈴
木
礼
治
愛
知
県

国
際
交
流
協
会
長（
前
愛
知
県

知
事
）
、
西
川
俊
男
ユ
ニ
ー
特

別
顧
問
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、「
企

業
も
自
治
体
も
画
一
的
で
な
い

広
い
視
野
を
備
え
た
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人
材

を
社
会
に
送
り
出
し
て
ほ
し
い
」

「
挑
戦
的
で
行
動
力
あ
る
人
材

の
育
成
を
」な
ど
と
総
合
政
策

学
部
の
教
育
へ
の
期
待
と
注
文

が
寄
せ
ら
れ
た
。�

　
小
川
英
次
学
長
は
謝
辞
で
、

「
中
京
大
学
は
、
大
学
に
課
さ

れ
た
期
待
と
責
務
を
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
で
果
た
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
総
合
政
策
学
部
は

皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
学

部
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
本
学

の
さ
ら
な
る
活
性
化
の
引
き
金

と
位
置
づ
け
て
い
る
新
学
部
で

す
」
と
述
べ
た
。�

　
こ
の
後
、
加
藤
延
夫
愛
知
医

科
大
学
理
事
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
、
懇
談
に
移
っ
た
。�

　
百
五
十
年
前
、
ア
メ
リ
カ
で

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
た

際
、
多
く
の
人
が
金
を
掘
り
に

押
し
寄
せ
た
が
、
大
金
持
ち
に

な
っ
た
人
は
い
な
い
。
逆
に
需

給
関
係
が
崩
れ
、
イ
ン
フ
レ
で

困
窮
し
た
。

「
み
ん
な
で

同
じ
こ
と
を

や
っ
て
も
ダ

メ
だ
」
と
教

え
て
く
れ
る
。�

　
大
農
場
を

守
ろ
う
と
し

た
人
も
農
場

を
メ
チ
ャ
メ

チ
ャ
に
さ
れ
た
。

「
変
化
の
時
、

従
来
と
同
じ

こ
と
を
し
て

い
て
は
ダ
メ
」と
い
う
教
訓
だ
。

し
か
し
、
金
を
掘
る
道
具
を
買

い
占
め
た
人
、
丈
夫
な
ブ
ル
ー

ジ
ー
ン
ズ
を
作
っ
た
人
は
成
功

し
た
。「
み
ん
な
の
需
要
に
応
え

る
。独
占
す
る
」。
こ
れ
が
第
三

の
教
訓
で
あ
る
。�

　
最
近
の
日
本
は
ど
う
か
。
企

業
の
営
業
利
益
率
は
全
産
業
平

均
三
％
程
度
で
英
米
の
五
〜
六

％
よ
り
低
く
、
赤
字
企
業
も
七

〇
％
。
国
の
財
政
赤
字
の
要
因

だ
。
従
業
員
一
人
当
た
り
の
価

値
も
ア
メ
リ
カ
の
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
関
連
先
進
企
業
の
十
分

の
一
以
下
。
資
本
収
益
率
も
極

め
て
低
い
。�

　
ア
メ
リ
カ
で
は
軽
工
業
、
重

工
業
、
さ
ら
に
自
動
車
ま
で
衰

退
期
に
入
り
、
代
わ
り
に
高
い

収
益
力
を
持
ち
、
将
来
性
も
あ

る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
が

次
々
に
生
ま
れ
、
産
業
全
体
を

牽
引
し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
関
係
が
中
心
だ
。�

　
日
本
経
済
の
将
来
も
、
従
来

型
の
製
造
業
で
は
な
く
新
し
い

価
値
を
創
造
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
企
業
が
い
か
に
多
く
生
ま
れ

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。「
み

ん
な
と
同
じ
こ
と
を
し
て
は
ダ

メ
」
「
社
会
の
需
要
を
早
く
キ

ャ
ッ
チ
す
る
」「
具
体
策
を
個
々

人
が
考
え
る
」
。
こ
れ
が
私
か

ら
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　
教
育
現
場
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
方
向
は
、

「
な
ぜ
大
学
を
目
指
す
の
か
」

「
仕
事
と
は
何
か
」を
追
究
す

る
総
合
政
策
学
部
の
方
針
と
一

致
し
て
お
り
、
期
待
し
た
い
。�

「みんなと同じではダメ」と訴える野口さん�
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中
京
大
学
は
、「
学
術
と
ス

ポ
ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」

を
建
学
の
精
神
と
し
て
昭
和
二

十
九
年
に
創
立
さ
れ
、
今
日
ま

で
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
十
一
の
学
部

と
教
養
部
が
あ
り
ま
す
。
大
学

創
設
時
の
学
部
で
あ
っ
た
商
学

部
は
総
合
政
策
学
部
と
し
て
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大

学
院
は
学
部
対
応
の
九
研
究
科

博
士
課
程
と
、
独
立
研
究
科
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
科
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
（
法

務
研
究
科
）
が
あ
り
ま
す
。�

　
中
京
大
学
は
発
展
し
、
充
実

し
、
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
こ
こ
で
学
び
う

る
こ
と
は
無
限
で
す
。
ど
う
か

未
知
に
挑
戦
し
て
最
大
の
も
の

を
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。�

　
大
学
で
の
学
習
は
、
予
習
、

復
習
、
先
生
と
の
質
疑
応
答
、

ゼ
ミ
で
の
討
議
、
友
人
と
の
議

論
、
工
場
見
学
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、企
業
調
査
、

資
格
取
得
な
ど

と
多
様
で
す
。

課
外
活
動
も
大

切
な
選
択
で
す
。

要
は
自
ら
の
主
体
的
判
断
そ
し

て
実
行
が
大
切
で
す
。
　�

　
名
古
屋
圏
は
今
年
に
入
り
、

国
際
空
港
の
開
港
、
愛
・
地
球

博
の
開
幕
、
道
路
網
の
急
激
な

整
備
と
続
き
、
日
本
経
済
は
名

古
屋
を
中
心
に
活
力
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
か
に
見
え
ま
す
。�

　
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
で
学
部
生

活
、
院
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。
教
職
員
一
体
と
な
っ
て

皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。�

　
み
な
さ
ん
が
中
京
大
学
で
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
の

春
、
こ
の
地
域
は
、
大
い
な
る

飛
躍
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。
二

十
一
世
紀
初
の
万
博
が
開
幕
、

中
部
新
空
港
も
開
港
、
世
界
　

　
に
向
か
っ
て
大
き
く
開
か
れ

ま
し
た
。
名
古
屋
新
時
代
、
中

部
新
時
代
の
幕
開
け
で
あ
り
、

み
な
さ
ん
の
可
能
性
も
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。�

　
中
京
大
学
は
、
昨
年
、
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

こ
の
半
世
紀
で
文
系
・
理
工
系

十
一
学
部
と
大
学
院
九
研
究
科

に
加
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
擁
す
る
全
国

私
大
で
三
番
目
の
学
部
数
を
持

つ
、
中
部
屈
指
の
総
合
大
学
に

成
長
、
発
展
し
ま
し
た
。�

　
中
京
大
学
は
、
建
学
の
精
神

「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味

の
殿
堂
た
れ
」
を
掲
げ
、
本
来

の
大
学
教
育
の
ほ
か
に
、
キ
ャ

リ
ア
や
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
数
多
く
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
先
輩
た
ち
は
こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し

て
、
自
ら
の
付
加
価
値
を
高
め

て
い
き
ま
し
た
。�

　
み
な
さ
ん
は
、
試
練
の
世
紀

を
切
り
拓
き
、
中
部
新
時
代
、

名
古
屋
新
時
代
を
担
っ
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
可
能
性
が

広
が
り
、
活
躍
の
場
が
広
が
れ

ば
広
が
っ
た
だ
け
学
力
、
体
力
、

気
力
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
が
必
要

で
す
。
真
剣
味

の
あ
る
学
生
生

活
を
送
ら
れ
る

よ
う
切
に
望
ん

で
お
り
ま
す
。�

　
在
学
生
へ
の
教
育
支
援
を
目

的
に
保
護
者
で
組
織
し
て
い
る

「
教
育
後
援
会
」
の
新
入
生
保

護
者
へ
の
説
明
会
が
、
入
学
式

と
同
じ
四
月
一
日
、
名
古
屋
市

民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

千
百
人
が
参
加
し
た
。�

　
杉
野
邦
　
・
教
育
後
援
会
長

と
鈴
木
綱
男
・
校
友
会
本
部
長

は
「
教
育
後
援
会
は
、
本
日
入

学
し
た
学
生
た
ち
が
実
り
あ
る

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
サ
イ
ド
か
ら
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
組
織
で
す
。ご

支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
教
育
後
援
会
活
動
へ
の
協
力

を
求
め
た
。�

　
教
育
後
援
会
は
六
月
十

一
日
か
ら
七
月
末
に
か
け
、

全
国
二
十
九
会
場
で
、
学

業
・
学
生
生
活
・
就
職
な

ど
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を

開
催
す
る
。�

文化会吹奏楽団の演奏もあって高揚したムードの中、厳粛に
進められた入学式＝名古屋市民会館大ホール�

延べ1,100人の新入生保護者が出席して開かれ
た教育後援会の説明会。右上は杉野会長�

2005年度�
入  学  式�

式
辞
式
辞�
式
辞�
大
要�

祝
辞
祝
辞�

祝
辞�

大
要�

学　長�総長・理事長�

保護者へ呼びかけ�
┌
実りある学生生活�
みなで支援しよう

┘�
杉野邦　・教育後援会長�



　
四
月
二
十
九
日
付
で
発
表
さ

れ
た
二
〇
〇
五
年
春
の
叙
勲
で
、

文
学
部
言
語
表
現
学
科
の
熊
田

淳
美
教
授（
写
真
）
が
、
図
書

館
事
務
功
労
に
よ
り
瑞
宝
重
光

章
を
受
章
し
た
。�

　
熊
田
教
授
は
元
国
立
国
会
図

書
館
副
館
長
で
、
国
立
国
会
図

書
館
・
関
西
館
（
二
〇
〇
二
年

開
館
）
の
設
立
や
、
米
国
に
あ

る
戦
後
日
本
の
連
合
国
軍
に
よ

る
占
領
期
の
関
係
資
料
の
収
集

な
ど
に
尽
力
し
た
。�

　
図
書
館
は
知
的
資
源
の
宝
庫

と
語
る
熊
田
教
授
。
「
読
書
の

ほ
か
、
調
査
に
も
図
書
館
を
大

い
に
利
用
し
、
知
的
興
味
を
広

げ
て
い
こ
う
」
と
学
生
た
ち
に

呼
び
か
け
て
い
る
。�

　
大
学
院
体
育
学
研
究
科
で
実

験
実
習
助
手
を
務
め
る
神
事
努

さ
ん
（
〇
一
年
体
育
卒
、
〇
三

年
体
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
）
は
、
日
本
バ
イ
オ
メ
カ
ニ

ク
ス
学
会
第
18
回
大
会
の
研
究

発
表
で
、
若
手
研
究
者
を
対
象

に
選
ば
れ
る
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。�

　
神
事
さ
ん
は
、
野
球
の
投
球

動
作
の
三
次
元
解
析
に
つ
い
て

研
究
。
大
会
で
は
「
硬
式
野
球

ボ
ー
ル
の
投
球
軌
跡
―
直
球
で

の
縫
い
目
の
向
き
の
影
響
に
つ

い
て
」
の
タ
イ
ト
ル
で
発
表
し

た
研
究
が
受
賞
四
題
（
発
表
四

十
九
題
）
の
中
に
入
っ
た
。�

　
情
報
科
学
部
メ
デ
ィ
ア
科
学

科
の
山
田
雅
之
講
師
、
遠
藤
守

講
師
、
宮
崎
慎
也
助
教
授
ら
が

芸
術
科
学
会
論
文
誌
に
発
表
し

た
共
同
論
文
が
同
誌
の
第
三
回

論
文
賞
を
受
賞
し
た
。�

　
論
文
は
「
携
帯
電
話
を
利
用

し
た
コ
ミ
ッ
ク
の
閲
覧
シ
ス
テ

ム
と
そ
の
評
価
」
。�

　
知
識
処
理
、
画
像
処
理
技
術

を
用
い
て
、
コ
ミ
ッ
ク
を
小
型

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
閲
覧
可

能
に
す
る
具
体
的
な
方
法
を
提

案
し
、
選
定
委
員
会
の
評
価
を

得
た
。�

　
法
学
部
教
授
の
岸
上
晴
志（
き

し
が
み
・
は
る
し
）
先
生
は
、

三
月
三
十
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

55
歳
。
80
〜
04
年
在
職
、
民
法
。�

　
私
は
、
協
同
学
習
と
い
う
教

育
実
践
理
論
を
踏
ま
え
た
授
業

づ
く
り
を
、
長
く
行

っ
て
き
た
。�

　
個
性
化
と
称
し
て

子
ど
も
の
違
い
ば
か

り
を
強
調
す
る
よ
う

な
授
業
が
多
く
進
め

ら
れ
て
き
た
結
果
、

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が

生
じ
、
教
育
問
題
が
深
刻
化
し

て
き
た
。
そ
の
解
決
の
方
策
と

し
て
今
、
協
同
学
習
が
広
く
関

心
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
私

は
授
業
の
合
間
に
、
東
京
、
千

葉
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
石

川
、
鳥
取
な
ど
、
全
国
の
実
践

校
を
忙
し
く
回
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
先
進
的
な
教
育
改
革

で
知
ら
れ
て
い
る
愛
知
県
犬
山

市
で
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
、

教
育
委
員
会
の
客
員
指
導
主
幹

と
し
て
協
力
し
て
き
た
。
犬
山

で
は
、
全
小
、
中
学
校
で
、
授

業
に
協
同
学
習
の
原
理
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
「
学
び
合
い
」

「
高
め
合
い
」
を
合
言
葉
に
、

主
体
的
な
学
習
活
動
を
実
現
す

る
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

研
究
授
業
の
た
び
ご
と
に
子
ど

も
た
ち
の
成
長
意
欲
に
満
ち
た

学
習
活
動
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
研
究
体
験
は
、

教
職
課
程
の
授
業
を
担
当
す
る

に
当
た
っ
て
、
非
常
に
貴
重
で

あ
る
。
現
実
の
子
ど
も
の
姿
と

可
能
性
に
つ
い
て
、
確
信
を
持

っ
て
学
生
諸
君
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。�

（
６
面
に
杉
江
教
授
の
関
連
著

書
を
紹
介
）�

　
古
田
秋
太
郎
経
営
学
部

教
授
は
、
中
部
経
済
産
業

局
が
打
ち
出
し
た
「
グ
レ

ー
タ
ー
・
ナ
ゴ
ヤ
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
」

構
想
の
た
め
の
外
資
誘
致

政
策
委
員
会
の
委
員
長
を

務
め
、
報
告
書
を
ま
と
め

た
。�

　
Ｇ
Ｎ
Ｉ
は
ポ
ス
ト
万
博

の
大
名
古
屋
経
済
圏
（
Ｇ

Ｎ
）
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
委
員
会
は
日
本
ガ
イ

シ
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
同

局
の
幹
部
ら
で
構
成
さ
れ
、

企
業
へ
の
調
査
な
ど
を
続

け
て
き
た
。
報
告
書
は
「
外

資
系
企
業
誘
致
に
係
る
効

果
的
手
法
に
関
す
る
調
査

研
究
」
の
タ
イ
ト
ル
で
刊

行
さ
れ
、
自
治
体
や
経
済
団
体

な
ど
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ

れ
た
。�

協同学習の授業を参観する杉江教授（犬山市立東小学校で）�

若手研究者を対象にした奨
励賞を手に、今後の研究に
意欲を燃やす神事さん�

山田雅之講師�

古田秋太郎教授�

訃
　
　
報�

法
学
部
教
授�

岸
上
　
晴
志
さ
ん�

杉
江
　
修
治�

教
養
部
教
授�

熊田淳美 文学部教　授が�

古田秋太郎 経営学部教　　授が�
ガイドライン報告書�

瑞宝重光章�
図書館事務で功労�

日
本
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会�

学
会
論
文
賞
を
受
賞�

コ
ミ
ッ
ク
を
携
帯
電
話
で�

神
事 

努
さ
　

　
ん（
　
　
）に
奨
励
賞 
体
育
学
研�

究
科
助
手�

山
田
雅
之
講
師（
　  

）ら 

情
報
科�

学
　
部�

野
球
ボ
ー
ル
の
軌
跡
研
究�

グ
レ
ー
タ
ー
・
ナ
ゴ
ヤ
・�

　
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ�

外資誘致政策委員長�



理
事
長
秘
書
室�

喜
多
　
洋
子�（

き
た
・
よ
う
こ
）�

▼
中
京
大
学
▼
22
歳�

❖
�

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー�

藤
形
　
正
俊�

（
ふ
じ
か
た
・
ま
さ
と
し
）�

▼
大
阪
大
学
▼
45
歳�

総
務
部
人
事
課�

加
藤
　
豊�（

か
と
う
・
ゆ
た
か
）�

▼
名
古
屋
大
学
▼
30
歳�

❖
�

総
務
部
人
事
課�

岡
本
　
岳
大�

（
お
か
も
と
・
た
け
ひ
ろ
）�

▼
名
古
屋
市
立
大
学
▼
23
歳�

入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
課�

村
瀬
　
幸
太
郎�

（
む
ら
せ
・
こ
う
た
ろ
う
）�

▼
愛
知
学
院
大
学
▼
27
歳�

❖
�

入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
広
報
課�

竹
房
　
伸
祐�

（
た
け
ふ
さ
・
の
ぶ
ひ
ろ
）�

▼
九
州
大
学
▼
31
歳�

教
授
　
　
梅
田
　
守
彦�

（
う
め
だ
・
も
り
ひ
こ
）�

▼
財
務
会

計
Ⅰ
▼
慶

応
義
塾
大

学
・
商
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
46
歳�

��

教
授
　
　
山
本
　
眞
司�

（
や
ま
も
と
・
し
ん
じ
）�

▼
パ
タ
ー

ン
情
報
処

理
▼
名
古

屋
大
学
・
工

学
部
▼
工
学
博
士
▼
65
歳�

��

教
授
　
　
田
中
　
穂
積�

（
た
な
か
・
ほ
づ
み
）�

▼
認
知
科

学
特
別
講

義
Ｅ
▼
東

京
工
業
大

学
・
理
工
学
研
究
科
修
士
課
程

▼
工
学
博
士
▼
63
歳�

���

助
手
　
　
土
居
　
隆
宏�

（
ど
い
・
た
か
ひ
ろ
）�

▼
生
命
シ

ス
テ
ム
実

験
１
・
２
▼

東
京
工
業

大
学
・
理
工
学
研
究
科
博
士
課

程
▼
博
士
（
工
学
）
▼
31
歳�

❖
�

助
手
　
　
山
根
　
基�

（
や
ま
ね
・
も
と
い
）�

▼
中
京
大

学
・
体
育
学

研
究
科
博

士
課
程
▼

27
歳�

❖

助
手
　
　
渡
辺
　
恵
人�

（
わ
た
な
べ
・
し
げ
と
）�

▼
中
京
大

学
・
情
報
科

学
研
究
科

博
士
課
程

▼
博
士
（
情
報
科
学
）
▼
27
歳�

��

助
教
授
　
　
來
田
　
享
子�

（
ら
い
た
・
き
ょ
う
こ
）�

▼
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
史

▼
中
京
大

学
・
体
育
学

研
究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
体

育
学
）
▼
41
歳�

��

教
授
　
　
渡
邉
　
丈
眞�

（
わ
た
な
べ
・
た
け
ま
さ
）�

▼
衛
生
・
公

衆
衛
生
学

▼
名
古
屋

大
学
・
医
学

部
▼
医
学
博
士
▼
50
歳�

❖
�

教
授
　
　
松
本
　
孝
朗�

（
ま
つ
も
と
・
た
か
あ
き
）�

▼
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学

▼
長
崎
大

学
・
医
学
部

▼
博
士
（
医
学
）
▼
46
歳�

❖
�

講
師
　
　
林
　
享�

（
は
や
し
・
あ
き
ら
）�

▼
水
泳
▼

中
京
大
学
・

体
育
学
研

究
科
修
士

課
程
▼
30
歳�

���

助
教
授
　
　
高
遠
　
拓
児�

（
た
か
と
う
・
た
く
じ
）�

▼
東
洋
史

▼
中
央
大

学
・
文
学
研

究
科
博
士

課
程
▼
32
歳�❖

�

講
師
　
　
金
　
敬
黙�

（
き
む
・
ぎ
ょ
ん
む
く
）�

▼
平
和
論

▼
東
京
大

学
・
総
合
文

化
研
究
科

博
士
課
程
▼
32
歳�

講
師
　
　
野
村
　
昌
司�

（
の
む
ら
・
ま
さ
し
）�

▼
英
語
資

格
対
策
Ａ
・

Ｂ
▼
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト

大
学
・
言
語
学
科
博
士
課
程
▼

32
歳�

���

教
授
　
　
村
橋
　
泰
志�

（
む
ら
は
し
・
ひ
ろ
し
）�

▼
民
事
裁

判
実
務
基

礎
▼
京
都

大
学
・
法
学

部
▼
64
歳�

❖
�

教
授
　
　
赤
根
　
智
子�

（
あ
か
ね
・
と
も
こ
）�

▼
刑
事
法

総
合
演
習

▼
ジ
ャ
ク

ソ
ン
ビ
ル

州
立
大
学
・
刑
事
司
法
学
科
▼

48
歳�

���

教
授
　
　
清
水
　
正
一�

（
し
み
ず
・

せ
い
い
ち
）�

▼
自
治
体
論

▼
愛
知
大

学
・
法
経
学
部
▼
63
歳�

❖
�

教
授
　
　
桑
原
　
英
明�

（
く
わ
ば
ら
・
ひ
で
あ
き
）�

▼
日
本
行

政
論
▼
慶

應
義
塾
大

学
・
法
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
46
歳�

講
師
　
　
羅
　
一
慶�

（
ら
・
い
る
き
ょ
ん
）�

▼
公
共
選

択
論
▼
慶

應
義
塾
大

学
・
法
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
37
歳�

講
師
　
　
市
島
　
宗
典�

（
い
ち
し
ま
・
む
ね
の
り
）�

▼
政
治
学

概
論
▼
慶

應
義
塾
大

学
・
法
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
29
歳�

講
師
　
　
小
山
　
佳
枝�

（
お
や
ま
・
か
え
）�

▼
法
学
概

論
▼
慶
應

義
塾
大
学
・

法
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
30
歳�

�

助
手
　
　
長
屋
　
佐
和
子�

（
な
が
や
・
さ
わ
こ
）�

▼
心
理
ア

セ
ス
メ
ン

ト
実
習
１
・

２
▼
中
京

大
学
・
心
理
学
研
究
科
博
士
課

程
▼
39
歳�

❖
�

助
手
　
　
塚
田
　
み
ち
る�

（
つ
か
だ
・
み
ち
る
）�

▼
心
理
学

基
礎
実
験

演
習
１
・
２

▼
東
京
都

立
大
学
・
人
文
科
学
研
究
科
博

士
課
程
▼
38
歳�

��

講
師
　
　
濱
　
　
智
江�

（
は
ま
さ
き
・
ち
え
）�

▼
民
法
▼

神
戸
大
学
・

法
学
研
究

科
博
士
課

程
▼
30
歳�

❖
�

講
師
　
　
土
井
　
崇
弘�

（
ど
い
・
た

か
ひ
ろ
）�

▼
法
哲
学

▼
京
都
大

学
・
法
学
研
究
科
博
士
課
程
▼

30
歳�

心
理
学
部 

心
理
学
科�

経
営
学
部 

経
営
学
科�

総
合
政
策
学
部
　
　�

　
　
総
合
政
策
学
科�

　
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
　
　�

　
身
体
シ
ス
テ
ム
工
学
科�

情
報
科
学
部 

情
報
科
学
科�

体
育
学
部 

体
育
科
学
科�

教
養
部�

体
育
学
部 

健
康
科
学
科�

法
務
研
究
科�

情
報
科
学
部 
認
知
科
学
科�

法
学
部 

法
律
学
科�

所
属
、職
位
、氏
名
、担
当
、学
歴
、年
齢�

４
月
１
日
付�

部
署
、氏
名
、学
歴
、年
齢�

４
月
１
日
付�

新
任
教
員
の
紹
介�

24

事
務
職
も�

新
任
　
人�

6



Works Published
の
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

　
各
執
筆
者
は
問
題
意
識
を

共
有
し
つ
つ
各
人
の
専
門
分

野
に
つ
い
て
詳
し
く
分
析
し

て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
研
究
書
と
な
っ
て
い
る
。�

　
千
田
氏
は
経
済
学
部
教
授
、

鐘
ヶ
江
氏
は
同
元
教
授
。
経

済
研
究
所
刊
。�

�����

　
昨
年
度
本
学
学
術
図
書
出

版
助
成
を
受
け
て
出
版
さ
れ

た
本
書
は
、
映
画
『
コ
レ
ク�

タ
ー
』
『
フ
ラ
ン
ス
軍
中
尉

の
女
』
の
原
作
者
と
し
て
知

ら
れ
る
現
代
英
国
作
家
ジ
ョ

ン
・
フ
ァ
ウ
ル
ズ
に
つ
い
て

日
本
語
で
書
か
れ
た
初
の
研

究
書
で
あ
る
。
博
士
論
文
（
英

文
）
の
日
本
語
訳
が
基
盤
に

な
っ
て
い
る
が
、
広
範
な
読

者
を
想
定
し
、
作
品
梗
概
、

コ
ラ
ム
な
ど
を
加
え
、
初
学

者
や
文
学
愛
読
者
に
も
読
み

や
す
く
な
っ
て
い
る
。�

　
著
者
は
教
養
部
助
教
授
。

松
柏
社
刊
。
本
体
二
、
八
〇

〇
円
。�

������

　
本
書
の
狙
い
は
、
金
融
機

関
と
株
式
市
場
が
相
互
に
及

ぼ
す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
銀
行
や
保
険

会
社
は
多
額
の
株
式
を
保
有

し
、
株
価
低
迷
で
苦
し
ん
で

い
る
。
合
併･

買
収
等
を
意

識
し
て
金
融
機
関
経
営
も
株

式
市
場
の
評
価
を
無
視
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
生
命
保

険
会
社
の
株
式
会
社
化
、
銀

行
合
併
に
対
す
る
株
式
市
場

の
反
応
な
ど
興
味
深
い
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
、
実
証
分
析

に
よ
る
解
明
を
試
み
て
い
る
。�

　
著
者
は
経
済
学
部
助
教
授
。

勁
草
書
房
刊
。�

�����

　
本
書
は
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究

叢
書
全
八
巻
の
第
六
巻
で
あ

り
、
十
二
編
の
論
文
を
収
録

し
、
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

の
女
性
達
の
多
様
な
生
き
方�

（
８
面
７
段
目
へ
続
く
）�

  
社
会
に
出
て
毎
日
を
忙
し
く

過
ご
し
て
い
る
と
、
何
年
か
の

経
験
を
基
に
し
て
飛
躍
を
求
め

た
く
な
る
。�

　
専
門
性
を
追
究
す
る
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
。
改
め
て
専
門

分
野
を
体
系
立
て
て
み
た
く
な

る
。
専
門
外
の
幅
広
い
知
識
の

必
要
性
を
痛
感
す
る
。�

  

そ
の
よ
う
な
社
会
人
の
要
望

に
応
え
る
の
が
我
が
研
究
科
で

あ
る
。
学
内
の
著
名
な
教
授
陣

に
加
え
て
、
世
界
的
に
有
名
な

日
本
産
業
を
担
う
実
務
家
を
客

員
教
授
に
招
い
て
い
る
。�

◆
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
。
東

　
海
銀
行
専
務
、
東
海
総
合
研

　
究
所
理
事
長
。
経
済
学
博
士
。

　
日
本
経
済
論
。
71
歳
。�

　
私
学
の
体
育
科
学
系
大
学
院

と
し
て
全
国
に
先
駆
け
、
初
の

博
士
後
期
課
程
を
設
置
し
た
わ

が
体
育
学
研
究
科
は
、
今
日
ま

で
既
に
四
十
名
に
及
ば
ん
と
す

る
気
鋭
の
研
究
者
に
博
士
（
体

育
学
）
の
学
位
を
授
与
し
て
き

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
科
学
的
研
究

は
歴
史
哲
学
か
ら
生
化
学
に
至

る
ま
で
の
広
範
な
領
域
を
守
備

範
囲
と
す
る
。
多
様
な
問
題
意

識
が
ぶ
つ
か
り
合
い
を
見
せ
る

中
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
バ
ネ

に
更
な
る
知
的
探
求
の
場
と
な

る
こ
と
を
希
求
し
て
や
ま
な
い
。�

◆
東
京
大
学
教
育
学
研
究
科
修

　
士
課
程
、デ
ィ
ジ
ョ
ン
大
学
経

　
営
経
済
研
究
科
博
士
課
程
。

　
経
済
学
博
士
。体
育
学
。61
歳
。�

　
現
在
は
、
人
、
財
、
サ
ー
ビ

ス
、
マ
ネ
ー
、
情
報
が
国
境
を

越
え
て
行
き
交
う
時
代
で
あ
る
。

こ
の
時
代
を
生
き
ぬ
い
て
い
く

た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
と
経
済
に
つ
い
て
の
専
門
的

能
力
が
必
要
で
あ
る
。
経
済
学

研
究
科
は
こ
の
よ
う
な
人
材
の

育
成
を
目
標
と
し
て
一
九
九
一

年
に
創
設
さ
れ
た
。
以
来
、
研

究
者
、
税
理
士
を
は
じ
め
多
く

の
専
門
家
を
輩
出
し
て
き
た
。

今
後
も
、
時
代
の
要
請
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
教
育
内
容
の
さ
ら

な
る
充
実
を
は
か
り
た
い
。�

◆
立
教
大
学
経
済
学
部
、
同
大

　
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博

　
士
課
程
。
経
済
学
博
士
。
経

　
済
学
史
。
62
歳
。�

　
経
営
学
部
を
母
体
に
十
一
年

目
を
迎
え
る
経
営
学
研
究
科
は
、

今
、
新
し
い
時
代
に
入
る
。
同

じ
く
多
数
の
経
営
学
部
教
員
が

担
う
ビ
ジ
ネ
ス･

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
科
（
Ｂ
Ｉ
）
と
親
密

に
連
携
し
な
が
ら
、
独
自
の
大

学
院
教
育
を
探
り
た
い
と
思
う
。�

　
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程

と
も
、
会
計
・
金
融
、
経
営
情

報
、
経
営
管
理
、
国
際
経
営
を

専
門
と
す
る
指
導
教
員
を
中
心

と
し
た
少
人
数
教
育
の
許
に
、

院
生
各
自
の
可
能
性
を
引
き
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

◆
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
営

　
学
研
究
科
博
士
課
程
。（
財
）

　
日
本
証
券
経
済
研
究
所
主
任

　
研
究
員
。
国
際
金
融
。
56
歳
。�

　
日
本
社
会
学
会
等
の
三
学
会

が
協
力
し
、
「
社
会
調
査
士
」

資
格
が
誕
生
し
た
。
こ
の
背
景

に
は
、
変
動
し
錯
綜
す
る
現
代

社
会
を
読
み
解
く
た
め
に
社
会

調
査
が
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

調
査
の
企
画
・
結
果
の
解
析
を

に
な
う
こ
と
の
で
き
る
人
材
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
養
成
教
育
に
着
手
す
る
学

部
の
改
革
と
連
動
し
つ
つ
、
深

い
学
識
と
実
践
的
能
力
を
育
成

す
る
大
学
院
教
育
の
あ
り
方
を

模
索
し
つ
づ
け
た
い
と
思
う
。�

◆
東
京
大
学
教
育
学
部
、
同
大

　
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課

　
程
。
教
育
の
社
会
史
、
社
会

　
教
育
論
。
62
歳
。�

　
開
設
し
て
二
十
九
年
を
経
過

し
た
法
学
部
の
大
学
院
は
、
こ

れ
ま
で
研
究
者
や
専
門
知
識
を

有
す
る
職
業
人
の
養
成
を
主
と

し
て
そ
の
使
命
と
し
て
き
た
。

他
方
、
法
科
大
学
院
の
開
校
と

共
に
、
改
め
て
そ
の
使
命
が
問

わ
れ
て
い
る
。
我
々
と
し
て
は
、

従
来
の
使
命
を
継
承
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
新
た
な
使
命
に
つ
い
て

大
学
院
問
題
懇
談
会（
四
月
発

足
し
た
全
学
的
な
会
議
）の
議

論
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
考
え
、

模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。�

◆
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
同

　
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修

　
士
課
程
。
民
事
訴
訟
法
。
63

　
歳
。�

著
書
紹
介�

6
研
究
科
も
新
リ
ー
ダ
ー�

社
会
学
研
究
科
長�

法
学
研
究
科
長�

経
済
学
研
究
科
長�

小
野  

征
夫
教
授�

榊
原
　  

豊
教
授�

原
田  

　
実
教
授�

経
営
学
研
究
科
長�

体
育
学
研
究
科
長�

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー�

シ
ョ
ン
研
究
科
長�

入
江  

恭
平
教
授�

守
能  

信
次
教
授�

水
谷  

研
治
教
授�

社
会
学
研
究
科
長�

小
野
　
征
夫�

法
学
研
究
科
長�

榊
原
　
　
豊�

経
済
学
研
究
科
長�

原
田
　
　
実�

経
営
学
研
究
科
長�

入
江
　
恭
平�

体
育
学
研
究
科
長�

守
能
　
信
次�

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン�

　
　
　
　
　  

研
究
科
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水
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研
治�

魔
術
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の
遍
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�

　
―
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ウ
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板
倉
　
厳
一
郎
著�

中
京
大
学
経
済
学�
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究
叢
書
　
第
13
輯�

金
融
機
関
の
経
営
と
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式
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場�

小
林
　
毅
著�

イ
ス
ラ
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ム
地
域
研
究
叢
書
６�

イ
ス
ラ
ー
ム
の
性
と�

文
化�

奥
村
　
み
さ
共
著�



�������

　
犬
山
市
で
は
、
自
治
体
独

自
の
判
断
で
少
人
数
ク
ラ
ス

授
業
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
授
業
改
革
に
取

り
組
み
、
子
ど
も
の
「
学
び
」

を
促
す
と
い
う
、
学
力
形
成

の
た
め
の
基
本
を
重
視
し
た

手
法
を
追
求
し
て
実
践
を
推

し
進
め
て
き
た
。
本
書
は
、

学
び
の
授
業
を
作
り
あ
げ
て

き
た
犬
山
の
教
師
た
ち
の
研

究
的
実
践
の
成
果
を
集
め
た

も
の
で
あ
る
。�

　
編
著
者
は
教
養
部
教
授
。

犬
山
市
教
委
客
員
指
導
主
幹

も
つ
と
め
る
。
一
粒
社
刊
。

税
込
一
、
四
〇
〇
円
。�

�����

　
古
く
は
甲
骨
文
字
の
時
代

か
ら
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
現

代
の
少
数
民
族
音
楽
ま
で
、

中
国
の
音
楽
に
関
す
る
論
考

を
集
め
た
論
集
で
あ
る
。
内

容
も
西
洋
音
楽
流
入
史
や
伝

統
戯
曲
音
楽
、
古
典
文
人
歌

曲
、
さ
ら
に
失
わ
れ
た
古
楽

器
の
構
造
、
江
戸
時
代
に
日

本
に
伝
わ
っ
た
明
清
楽
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
他

に
類
書
の
な
い
中
国
音
楽
研

究
の
専
著
だ
と
言
え
る
。
な

お
題
名
の
「
楽
は
楽
な
り
」

は
『
礼
記
』
の
中
の
こ
と
ば
。�

　
主
編
・
著
者
は
教
養
部
教

授
。
文
化
科
学
研
究
所
刊
。�

�������

　
本
書
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

市
場
化
、
情
報
化
の
流
れ
の

中
で
シ
ス
テ
ム
・
シ
フ
ト
を

迫
ら
れ
て
い
る
日
本
の
金
融

の
動
向
、
問
題
点
お
よ
び
課

題
を
、
中
央
銀
行
、
企
業
統

治
、
銀
行
自
己
資
本
比
率
規

制
、
金
融
行
政
、
金
融
グ
ル

ー
プ
形
成
、
外
資
参
入
な
ど

（
７
面
７
段
目
へ
続
く
）�

　
文
学
部
は
、
時
代
の
要
請
に

応
え
三
年
前
に
組
織
改
革
を
行

い
、
以
来
授
業
内
容
を
整
理
・

拡
充
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
教
育

体
制
の
下
、
学
生
が「
こ
と
ば
」

に
つ
い
て
の
基
礎
学
力
を
向
上

さ
せ
、
史
的
・
共
時
的
な
専
門

知
識
の
探
求
と
と
も
に
、
求
め

ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
培
い
、
社
会
的
有
用
の

み
な
ら
ず
こ
れ
ら
を
自
ら
の
生

き
る
力
と
も
な
し
得
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
て
い
き
た
い
。�

◆
熊
本
大
学
法
文
学
部
、
九
州

　
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

　
士
課
程
。
平
安
時
代
物
語
文

　
学
。
60
歳
。�

　
法
学
部
の
目
的
は
、
社
会
に

起
き
る
様
々
な
問
題
を
原
理
・

原
則
を
踏
ま
え
て
大
局
的
・
総

合
的
に
判
断
し
、
適
切
に
処
理
・

解
決
す
る
能
力
（
リ
ー
ガ
ル
マ

イ
ン
ド
）
を
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
。「
法
化
社
会
」と

言
わ
れ
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な

能
力
を
持
つ
人
材
は
、
社
会
の

至
る
所
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

法
学
部
は
、
今
後
と
も
、
法
の

知
識
だ
け
で
な
く
、
法
の
理
念
・

精
神
を
身
に
付
け
た
人
材
を
養

成
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。�

◆
東
京
大
学
法
学
部
。
同
大
学

　
助
手
、
名
古
屋
大
学
法
学
部

　
助
教
授
・
教
授
・
名
誉
教
授
。

　
刑
事
法
。
60
歳
。�

　
四
月
一
日
付
で
、
文
、
法
、
経
済
、
経
営
四
学
部
の
学
部
長
が
交
代
し
、
新
設
の
総
合
政
策

学
部
を
合
わ
せ
、
五
学
部
で
新
し
い
学
部
長
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
も
社
会
学
、
法

学
、
経
済
学
、
経
営
学
、
体
育
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
六
研
究
科
で
新
リ
ー
ダ

ー
が
就
任
し
た
。
新
学
部
長
、
新
研
究
科
長
に
学
生
を
指
導
し
、
支
え
、
リ
ー
ド
し
て
い
く
決

意
と
抱
負
を
聞
い
た
。�

　
現
代
の
経
済
社
会
を
見
る
に

財
の
み
な
ら
ず
巨
額
の
マ
ネ
ー

や
金
融
資
産
が
世
界
中
を
移
動

し
各
国
の
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
他
方
日
本
国

内
で
は
、
膨
大
な
国
債
残
高
を

抱
え
た
政
府
、
問
題
の
多
い
財

政
投
融
資
制
度
、
崩
壊
し
そ
う

な
年
金
制
度
等
、
多
く
の
問
題

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を

分
析
し
理
解
す
る
ひ
と
つ
の
視

点
が
経
済
学
で
あ
る
。
し
っ
か

り
と
経
済
学
を
勉
強
し
て
も
ら

い
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
学
生

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。�

◆
神
戸
商
科
大
学
大
学
院
経
済

　
学
研
究
科
博
士
課
程
。
経
済

　
学
博
士
。
国
際
貿
易
理
論
、

　
計
量
分
析
の
方
法
。
56
歳
。�

　
社
会
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

情
報
化
の
中
で
経
営
学
部
は
、

外
国
語
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
簿

記
会
計
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー

能
力
、
企
業
経
営
に
つ
い
て
の

全
般
的
・
基
本
的
知
識
と
高
度

の
専
門
的
知
識
、
問
題
発
見
・

解
決
の
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
、
な
ら
び
に
十
分
な

教
養
を
有
す
る
人
材
の
育
成
を

ビ
ジ
ネ
ス
界
か
ら
一
段
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
教
育
・
研
究
体

制
の
充
実
と
見
直
し
に
不
断
に

努
め
る
こ
と
で
、
期
待
に
応
え

て
い
き
た
い
。�

◆
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、
同

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

　
課
程
。
経
済
学
博
士
。
経
営

　
学
原
理
。
66
歳
。�

　
総
合
政
策
学
部
は
、
こ
の
四

月
、
二
百
三
十
七
名
の
第
一
回

新
入
生
を
迎
え
た
。
商
学
部
教

授
会
に
よ
る
綿
密
な
準
備
が
実

り
順
調
に
滑
り
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
社
会
科
学
を
中
心
と
す

る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
目

指
し
て
い
る
が
、
新
た
に
導
入

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
等

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
定
着
化
、

学
生
指
導
の
充
実
な
ど
課
題
は

山
積
し
て
い
る
。
商
学
部
在
学

生
の
教
育
を
全
う
す
る
責
務
も

担
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
全
学

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。�

◆
京
都
大
学
農
学
部
、
同
大
学

　
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課

　
程
。
経
済
学
博
士
。
公
共
経

　
済
学
。
60
歳
。�
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兼
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本
体
六
四
八
円
。�

����

　
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
基

本
の
法
令
、
国
際
条
約
や
憲

章
、
国
内
条
例
な
ど
約
三
百

二
十
件
を
収
録
し
た
総
合
ス

ポ
ー
ツ
法
令
集
。
こ
れ
ま
で

目
に
す
る
機
会
の
少
な
か
っ

た
プ
ロ
野
球
協
約
、
Ｊ
リ
ー

グ
規
約
、
大
相
撲
規
則
等
に

加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
仲
裁
機
構

の
裁
定
例
や
重
要
ス
ポ
ー
ツ

事
故
判
例
も
収
録
。
こ
れ
一

冊
で
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
場

面
に
対
応
で
き
る
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
研
究
者
に
必
携
の

書
で
あ
る
。
各
章
解
説
つ
き
。�

　
編
著
者
は
体
育
学
研
究
科

長
。
信
山
社
刊
。
本
体
三
、

二
〇
〇
円
。�

������

　
本
書
は
、
日
本
の
発
達
心

理
学
の
近
年
の
展
開
、
す
な

わ
ち
、
そ
の
研
究
関
心
の
現

実
的
場
面
へ
の
広
が
り
と
共

に
、
方
法
的
に
も
、
質
的
研

究
、
観
察
研
究
、
縦
断
的
研

究
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
現
代
的

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
扱
っ
た
十
六

の
日
本
の
実
証
研
究
を
紹
介

し
た
も
の
で
あ
る
。�

　
共
著
者
は
教
養
部
教
授
。

珠
算
教
育
と
算
数
学
習
へ
の

動
機
づ
け
に
関
す
る
縦
断
的

研
究
を
、
本
書
の
編
者

David Shwalb

氏
ら
と
共
同

し
て
担
当
し
た
。
　
　

Information Age Publish-ing

刊
。
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
三
四

㌦
九
五
㌣
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

六
九
㌦
九
五
㌣
。�

����

　
生
き
て
い
る
限
り
、
自
分

の
体
は
自
分
の
力
で
動
か
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
あ

る
程
度
の
体
力
が
い
る
。
そ

の
体
力
を
つ
け
る
に
は
、
テ

レ
ビ
を
見
な
が
ら
と
い
う
よ�

（
10
面
７
段
目
へ
続
く
）�

　
文
化
会
所
属
の
混
声
合
唱
団

が
五
月
九
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ガ
レ
リ
ア
で
『
ガ
レ
リ

ア
昼
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
を
開
催

し
た
。�

「
大
学
内
に
文
化
の
香
り
を
広

げ
よ
う
」
と
二
〇
〇
三
年
秋
か

ら
始
め
、
今
回
で
七
回
目
を
迎

え
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
合

唱
団
技
術
顧
問
で
名
古
屋
二
期

会
会
員
の
奥
村
晃
平
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
同
会
員
の
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
ら
も
毎
回
出
演
。
回
を

重
ね
る
ご
と
に
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
学
生
が

増
え
て
い
る
。�

　
今
回
は
、混
声
合
唱
団
が「
茶

摘
み
」を
、二
期
会
の
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
・
村
島
増
美
さ
ん
は
プ
ッ

チ
ー
ニ
の
「
歌
に
生
き
愛
に
生

き
」な
ど
を
熱
唱
。最
後
は
会
場

に
集
ま
っ
た
学
生
た
ち
も
一
緒

に「
翼
を
く
だ
さ
い
」を
歌
っ
た
。�

　
混
声
合
唱
団
団
長
の
伊
藤
匡

史
さ
ん
（
経
済
３
）
は
「
集
ま

っ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の

心
に
響
く
よ
う
な
ガ
レ
リ
ア
コ

ン
サ
ー
ト
に
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。�

�

　
総
合
政
策
学
部
は
五
月
十
四

日
（
土
）
、
学
内
に
お
い
て
新

入
生
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。�

　
こ
の
会
の
目
的
は
三
つ
あ
る
。

第
一
に
、
入
学
間
も
な
い
学
生

た
ち
が
抱
く
疑
問
や
不
安
を
解

消
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
会
の
前
半
を
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
割
り
当
て
た
。�

　
第
二
の
目
的
は
、
教
員
と
学

生
の
垣
根
を
取
り
払
い
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
学
生
が
教

員
と
の
交
流
に
抵
抗
を
も
た
な

く
な
る
に
は
、
何
ら
か
の
き
っ

か
け
が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断

を
も
と
に
、
会
の
後
半
を
軽
食

を
摂
り
な
が
ら
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
割
り
当
て
た
。�

　
最
後
に
、
我
々
教
員
も
学
生

の
こ
と
を
少
し
で
も
多
く
知
り

た
い
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。

通
常
、
講
義
な
ど
を
通
し
て
学

生
と
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
学
生
の

考
え
方
や
価
値
観
を
理
解
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
回
の

歓
迎
会
を
通
し
、
我
々
教
員
も

学
生
が
大
学
・
教
員
・
講
義
に

何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
少
し

は
理
解
で
き
た
と
思
う
。�

　
今
回
の
新
入
生
歓
迎
会
は
大

変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
終

了
時
刻
を
超
過
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
今
後
も
、

総
合
政
策
学
部
で
は
、
前
記
の

三
つ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
、

オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
を
充
実
す
る

な
ど
の
試
み
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
（
総
合
政

策
学
部
講
師
・
坂
田
隆
文
）�

　
社
会
学
部
主
催
の
「
地
球
人
、

み
ん
な
つ
な
が
れ
！
」
ふ
れ
あ

い
囲
碁
ま
つ
り
（
ふ
れ
あ
い
囲

碁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ア
ス
ペ
・
エ
ル
デ
の
会
共
催
）

が
、
五
月
二
十
八
日
、
名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ガ
レ
リ
ア
で
開

か
れ
た
。�

　
ふ
れ
あ
い
囲

碁
は
、
い
じ
め

や
青
少
年
の
犯

罪
な
ど
様
々
な

社
会
問
題
の
要

因
の
一
つ
に
「
人

の
孤
立
」
が
あ

る
と
の
観
点
か
ら
、

幼
児
か
ら
老
人
、

障
害
者
も
健
常
者
も
誰
で
も
が

参
加
で
き
る
囲
碁
と
し
て
考
え

出
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
。�

　
前
日
終
了
し
た
世
界
ア
マ
チ

ュ
ア
囲
碁
選
手
権
愛
知
大
会
に

出
場
し
た
外
国
人
選
手
ら
特
別

参
加
の
三
十
二
人
を
含
む
約
三

百
人
が
参
加
。
床
に
敷
か
れ
た

十
枚
の
大
き
な
シ
ー
ト
碁
盤
を

囲
ん
で
、
同
選
手
権
の
選
手
対

参
加
者
チ
ー
ム
の
対
戦
や
個
人

戦
を
楽
し
ん
だ
。�

　
辻
井
正
次
社
会
学
部
助
教
授

が
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
世

話
人
代
表
、
日
本
棋
院
の
安
田

泰
敏
九
段
が
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
。�

著
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迎
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を
論
じ
て
い
る
。そ
の
う
ち
、

奥
村
論
文「
女
性
誌
に
み
る『
よ

そ
お
い
』
と
マ
レ
ー
文
化
の
新

伝
統
主
義
」は
、女
性
誌
を
事

例
に
、近
代
化
に
よ
る
マ
レ
ー・

イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
の
変
容
、特

に
マ
レ
ー
人
女
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

意
識
の
変
化
を
、華
人
女
性
の

そ
れ
と
比
較
し
分
析
し
て
い
る
。�

　
共
著
者
は
国
際
英
語
学
部

助
教
授
。
東
京
大
学
出
版
会

刊
。
本
体
四
、
八
〇
〇
円
。�

�����

　
景
気
を
良
く
す
る
た
め
長

年
に
わ
た
り
財
政
を
犠
牲
に

し
て
き
た
。
そ
の
た
め
国
家

財
政
は
破
綻
し
て
お
り
、
や

が
て
悪
性
イ
ン
フ
レ
に
追
い

込
ま
れ
、
経
済
破
綻
が
避
け

ら
れ
な
く
な
る
。�

  

日
本
経
済
を
復
活
さ
せ
る

た
め
に
は
大
幅
な
消
費
税
の

引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

国
民
一
人
一
人
の
耐
乏
な
く

し
て
経
済
の
再
生
は
期
待
で

き
な
い
。
本
書
は
将
来
の
国

家
経
済
を
考
え
、
国
民
に
厳

し
い
覚
悟
を
促
す
。�

　
著
者
は
ビ
ジ
ネ
ス・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
・
経
済

学
部
教
授
。
東
洋
経
済
新
報

社
刊
。
本
体
一
、
五
〇
〇
円
。�

�����  

好
調
な
名
古
屋
経
済
の
秘

密
に
迫
り
た
い
と
の
要
請
を

背
景
に
し
て
、
昨
年
に
発
行

し
た
本
を
改
め
て
文
庫
本
に

し
た
も
の
で
あ
る
。�

  

　
経
済
は
人
に
始
ま
り
人
に

終
わ
る
。
働
く
こ
と
に
幸
せ

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
人

は
幸
福
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

人
々
が
次
々
に
良
い
も
の
を

作
り
出
し
、
企
業
を
支
え
社

会
を
発
展
さ
せ
、
国
の
経
済

を
繁
栄
さ
せ
る
。
そ
れ
を
実

現
し
て
い
る
の
が
名
古
屋
の

企
業
で
あ
り
人
々
で
あ
る
。�

　
著
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長
・
経

済
学
部
教
授
。
講
談
社
刊
。�

（
９
面
７
段
目
へ
続
く
）�

　
今
年
の
テ
ー
マ『
誇（
ほ
こ
り
）
』

に
は
、
中
京
大
学
祭
と
い
う
実

行
委
員
の『
誇
』に
触
れ
、見
失

い
が
ち
な
、そ
れ
ぞ
れ
の『
誇
』

を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
た
。�

　
今
年
で
五
十
二
回
目
と
な
る

大
学
祭
だ
が
、
過
去
の
伝
統
を

守
り
つ
つ
も
、
新
し
い
時
代
に

相
応
し
い
大
学
祭
と
な
る
よ
う

実
行
委
員
一
同
、
粉
骨
砕
身
の

覚
悟
で
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も

り
だ
。�

　
来
場
し
た
中
京
大
生
、
地
域

住
民
や
一
般
の
方
々
に
何
か
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
と

考
え
て
い
る
。�

　
中
京
大
学
と
よ
た
祭
は
、
皆

様
の
ご
支
援
に
よ
り
十
二
回
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

年
の
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
学
生

数
が
増
え
、
新
校
舎
も
完
成
と

い
う
こ
と
で
、
大
学
祭
と
し
て

も
飛
躍
の
年
。�

　
テ
ー
マ
の
『
絆
』
に
は
、
大

学
祭
に
関
わ
る
全
て
の
方
と
の

結
び
つ
き
を
大
切
に
し
た
い
と

い
う
想
い
を
込
め
た
。
ま
た
、

今
年
の
と
よ
た
祭
は
昨
年
よ
り

一
日
多
い
三
日
間
で
開
催
す
る
。

　
皆
様
と
か
け
が
え
の
な
い�

『
絆
』
が
で
き
る
よ
う
、
実
行

委
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。�

実行委員長・二ノ宮弘大（社会３）▽監査・谷口雄一（社
会４）▽運営局長・山本愛（社会３）▽運営統括・小沢了一
（メディア３）▽情宣局長・杉浦由華（情報３）▽情宣統括・
藤本光志（メディア３）▽企画局長・田邊昭裕（メディア3）
▽企画統括・渡辺勲（認知３）▽内務・上村将由（社会３）
▽企画・丹羽授（社会３）、三宅亘（社会３）▽渉外・近藤
生美（情報２）▽会計・伊藤由衣（社会２）▽ブース・大竹さ
わの（社会２）▽総務・中野匠（情報２）▽編集・岡本真（認
知２）▽ＨＰ・竹原和哉（情報２）、前島清（情報２）▽広報・
瀬古和広（認知２）、山中友貴（メディア２）、森田亜裕美（社
会２）▽美術・上野理恵（メディア２）▽イベント・竹内浩平（社
会２）、土工優峰（メディア２）▽記念品・藤代雄基（生命シ２）
▽ステージ・早川朋宏（認知２）　　　　　　　［敬称略］�

実行委員長・松本一孝（心理４）▽副実行委員長・山内優
子（心理３）▽会計･長谷川真希（言語表現３）▽渉外・堀
田あす香（国文４）▽企画・稲垣朋美（国文４）、相曽梨沙（国
際英語３）、小見山真里（心理３）、志賀靖之（心理３）、亀
井健貴（経済２）、清水克哲（経済２）、松井恵美（日本文学
２）、松原大輔（心理２）、村松陽平（経済２）、渡邉倫子（言
語表現２）　　　　　　　　　　　　　　　　［敬称略］�
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１
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入�

　
一
三
九
億
三
千
九
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
予
算
学
生
数

の
見
込
み
に
よ
り
、
十
六
年
度

予
算
と
比
べ
一
・
九
％
の
減
少

と
し
ま
し
た
。�

　
２
、
手
数
料
収
入�

　
七
億
六
千
四
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
入
学

検
定
料
で
す
。�

　
３
、
補
助
金
収
入�

　
四
億
二
千
九
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
国
庫
か
ら
の
補
助

金
が
主
な
も
の
で
す
。�

　
４
、
借
入
金
収
入�

　
豊
田
学
舎
教
室
棟
建
設
の
た

め
の
借
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

��

　
１
、
人
件
費
支
出�

　
七
八
億
三
千
三
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
教
員
数
の
増
加

等
に
よ
り
、
十
六
年
度
予
算
と

比
べ
五
・
三
％
増
加
し
て
い
ま

す
。�

　
２
、
経
費
支
出�

　
情
報
教
育
関
連
経
費
、
研
究

費
、
学
生
募
集
経
費
な
ど
、
教

育
研
究
経
費
と
管
理
経
費
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

四
五
億
九
千
五
百
万
円
で
、
十

六
年
度
予
算
と
比
べ
四
・
〇
％

の
増
加
で
す
。�

　
３
、
施
設
関
係
支
出�

　
豊
田
学
舎
教
育
複
合
棟
建
設

な
ど
の
事
業
費
と
し
て
一
七
億

六
千
七
百
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。�

　
４
、
設
備
関
係
支
出�

　
機
器
備
品
費
、
図
書
費
な
ど

の
支
出
と
し
て
八
億
一
千
六
百

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
梅
村
学
園
の
予
算
も
同
様
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
資
金

収
支
予
算
書
は
表
３
、
消
費
収

支
予
算
書
は
表
４
の
と
お
り
で

す
。�

　
ま
た
、
主
な
事
業
計
画
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

〈
中
京
大
学
〉�

・
情
報
理
工
学
部
、
国
際
英
語

学
研
究
科
、
及
び
情
報
科
学
研

究
科
メ
デ
ィ
ア
科
学
専
攻
博
士

後
期
課
程
の
平
成
十
八
年
度
開

設
を
め
ざ
し
ま
す
。�

・
総
合
政
策
学
部
を
十
七
年
度

に
開
設
し
ま
し
た
。�

・
豊
田
学
舎
教
育
複
合
棟
の
建

設
、
校
内
整
備
な
ど
の
施
設
工

事
を
行
い
ま
す
。�

〈
三
重
中
京
大
学
〉�

・
現
代
法
経
学
部
を
十
七
年
度

に
開
設
し
ま
し
た
。�

〈
三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部
〉�

・
こ
ど
も
学
科
に
小
学
校
教
諭

課
程
を
、
食
物
栄
養
学
科
に
栄

養
教
諭
課
程
を
設
置
し
ま
し
た
。�

〈
中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学

校
〉�

・
楽
器
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま

す
。�

〈
三
重
高
等
学
校
〉�

・
６
号
館
・
８
号
館
の
建
設
工

事
を
行
い
ま
す
。�

〈
三
重
中
学
校
〉�

・
学
級
数
を
増
加
し
ま
し
た
。��

（
財
務
部
長
　
鬼
頭 

俊
二
）�

　
先
般
の
学
園
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
中
京

大
学
の
平
成
十
七
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
資
金
収
支
予
算
書
は
表
１
、
消
費
収
支
予
算
書
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。�

　
１
、
帰
属
収
入�

　
一
五
四
億
五
千
四
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
十
六
年
度
予

算
と
比
べ
一
・
九
％
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
２
、
基
本
金
組
入
額�

　
十
七
年
度
の
組
入
額
と
し
て

四
億
二
千
八
百
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。�

　
３
、
消
費
収
入�

　
一
五
〇
億
二
千
七
百
万
円
で
、

十
六
年
度
予
算
と
比
べ
二
・
〇

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
４
、
消
費
支
出�

　
一
四
四
億
三
千
四
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
十
六
年
度
予

算
と
比
べ
二
・
三
％
増
加
し
て

い
ま
す
。�

　
５
、
消
費
収
支
差
額�

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
は
五
億

九
千
二
百
万
円
の
収
入
超
過
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

17年度予算

13,938,524
764,455

0
428,605
103,880
180,000
39,000

800,000
2,547,947

823,097
△2,475,367

13,705,089
30,855,230

科　　目�
学生生徒等納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 等 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�
前年度繰越支払資金�
収 入 の 部 合 計 �

16年度予算

14,202,218
702,475

5,000
459,727
98,300

215,500
75,748

300,000
2,473,367

75,443
△2,649,883

14,138,135
30,096,030

17年度予算

7,833,100
3,513,504
1,081,575

28,210
60,000

1,767,000
815,776

1,450,010
953,349
70,000

△432,890
13,715,596
30,855,230

科　　目�
人 件 費 支 出 �
教育研究経費支出�
管 理 経 費 支 出 �
借入金等利息支出�
借入金等返済支出�
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �
予 備 費

�
資金支出調整勘定�
次年度繰越支払資金�
支 出 の 部 合 計 �

16年度予算

7,436,669
3,272,140
1,149,777

12,462
0

1,547,687
520,846

1,700,002
1,143,987

30,000
△422,629
13,705,089
30,096,030

科　　目�
人 件 費 支 出 �
教育研究経費支出�
管 理 経 費 支 出 �
借入金等利息支出�
借入金等返済支出�
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �

予 備 費 �
�
資金支出調整勘定�
次年度繰越支払資金�
支 出 の 部 合 計 �

科　　目�
人 件 費 �
教 育 研 究 経 費 �
管 理 経 費 �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �

予 備 費
�

�
消費支出の部合計�

当年度消費収入超過額�

科　　目�
人 件 費 �
教 育 研 究 経 費 �
管 理 経 費 �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �

�
予 備 費 �
�
消費支出の部合計�

当年度消費収入超過額�

17年度予算

10,993,421
4,168,756
1,527,160

46,326
417,820

2,845,951
866,561

1,450,010
639,483

106,500

△554,123
15,824,623
38,332,488

16年度予算

10,790,720
3,917,527
1,605,943

36,397
358,029

1,576,658
587,431

1,911,715
840,621

53,500

△499,398
16,324,927
37,504,070

17年度予算

7,924,956
5,111,160
1,280,105

28,210
20,000

70,000

14,434,431

592,424

16年度予算

7,518,487
4,956,527
1,383,423

12,462
207,223

30,000

14,108,122

624,044

17年度予算

10,962,940
6,142,546
1,750,302

46,326
165,232

106,500

19,173,846

△590,627

16年度予算

10,649,221
5,985,041
1,867,873

36,397
232,532

53,500

18,824,564

△247,626

科　　目�
学生生徒等納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 等 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�
前年度繰越支払資金�
収 入 の 部 合 計 �

科　　目�
学生生徒等納付金�
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
帰 属 収 入 合 計 �
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

科　　目�
学生生徒等納付金�
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 差 額 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
帰 属 収 入 合 計 �
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

17年度予算

16,485,007
859,001
62,160

1,675,874
134,296

0
192,520
253,764

1,409,698
3,098,417
1,589,364
△3,752,539

16,324,926
38,332,488

16年度予算

16,903,588
804,301
32,636

1,641,114
128,778

5,057
227,350
370,310
409,603

3,061,509
1,186,933
△3,876,356

16,609,247
37,504,070

17年度予算

13,938,524
764,455

0
428,605
103,880
180,000
39,000

15,454,464
△427,609
15,026,855

16年度予算

14,202,218
702,475

5,000
459,727
98,300

215,500
75,748

15,758,968
△1,026,802

14,732,166

17年度予算

16,485,007
859,001
62,160

1,675,874
134,296

0
192,520
122,896

19,531,754
△948,535
18,583,219

16年度予算

16,903,588
804,301
35,034

1,641,114
128,778

2,390
227,350
132,480

19,875,035
△1,298,097

18,576,938

（単位：千円）�　　　　平成17年度 中京大学資金収支予算書�表１�

（単位：千円）�　　　　平成17年度 中京大学消費収支予算書�表２�

（単位：千円）�　　　　平成17年度 梅村学園資金収支予算書�表３�

（単位：千円）�　　　　平成17年度 梅村学園消費収支予算書�表４�

収入の部� 支出の部�

消費収入の部� 消費支出の部�

収入の部� 支出の部�

消費収入の部� 消費支出の部�

中
京
大
学
の
予
算�

資
金
収
支
予
算
書  
（
表
１
）�

消
費
収
支
予
算
書  

（
表
２
）�

梅
村
学
園
予
算
も
決
定�
17
年
度�
平
　
成�

収
入
の
部�

支
出
の
部�

●●●●�



　
愛
知
県
長
久
手
町
で
開
か
れ

て
い
る
「
愛
・
地
球
博
」
会
場

で
、
本
学
の
学
生
た
ち
が
学
生

記
者
と
し
て
「
奮
闘
」
し
て
い

る
。�

　
読
売
新
聞
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
業
・
学
生
記
者
募
集
に
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

応
募
し
、
採
用
さ
れ
た
学
生
た

ち
。
文
、
国
際
英
語
、
心
理
、

社
会
、
法
、
経
営
学
部
の
計
十

一
人
。
学
部
の
授
業
科
目
（
２

単
位
）
と
し
て
行
っ
て
い
る
学

生
も
い
る
。�

　
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
指
定

さ
れ
た
二
カ
月
間
ほ
ど
の
毎
週

一
、
二
回
、
会
場
内
で
発
行
さ

れ
て
い
る
「
読
売
地
球
新
聞
・

ジ
ュ
ニ
ア
版
」
の
小
中
学
生
記

者
ら
の
取
材
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
り
、
自
ら
記
事
を
書
い
て

読
売
新
聞
で
発
表
し
て
い
る
。�

　
四
、
五
月
に
学
生
記
者
を
経

験
し
た
経
営
学
部
三
年
中
島
紫

乃
さ
ん
は
、
四
月
二
十
九
日
付

読
売
新
聞
（
中
部
版
）
の
万
博

関
連
の
連
載
記
事「
学
生
記
者

奮
闘
中
」に
、
韓
国
館
を
取
材

し
て
感
じ
た
、
ブ
ー
ム
の
「
冬

ソ
ナ
」
「
ヨ
ン
様
」
だ
け
で
な

い
韓
国
の
魅
力
に
つ
い
て
書
い

た
。
中
島
さ
ん
は
「
文
章
を
書

く
勉
強
に
も
な
り
、
経
験
し
て

よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。�

　
体
育
会
は
新
入
部
員
約
三
百

人
を
対
象
に
五
月
二
十
八
日
、

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
４
１
１
教
室

で
、
体
育
会
の
活
動
内
容
を
説

明
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
中
西
良
介

副
幹
事
長
（
体
育
学
部
三
年
）

と
金
澤
睦
会
長
（
体
育
学
部
教

授
）
の
挨
拶
に
次
い
で
、
陸
上

短
距
離
選
手
と
し
て
夏
季
二
回
、

ボ
ブ
ス
レ
ー
選
手
と
し
て
冬
季

一
回
の
五
輪
に
出
場
し
た
青
戸

慎
司
さ
ん
（
学
生
課
職
員
）
の

講
演
を
行
っ
た
。�

　
青
戸
さ
ん
の
食
事
に
対
す
る

ス
ト
イ
ッ
ク
な
姿
勢
に
、
新
入

生
は
自
分
の
心
の
甘
さ
を
痛
感

し
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
先
、

中
京
大
学
の
選
手
と
い
う
こ
と

に
誇
り
を
持
っ
て
世
界
に
飛
び

立
っ
て
欲
し
い
。�

（
法
律
２
・
岡
智
恭
仁
）�

　
本
学
の
学
生
や
学
生
課
の
職

員
が
中
心
と
な
っ
て
、
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
る
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
六
月
四
日
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
地
域
の
住
民
二
十
二
人
の

参
加
も
あ
り
、
総
勢
五
十
五
人

で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
。

　
昭
和
警
察
署
交
通
総
務
係
の

佐
原
次
郎
さ
ん
に
よ
る
講
習
会

も
行
わ
れ
、
昭
和
区
内
の
交
通

事
故
を
例
に
、
原
因
と
防
止
対

策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。�

　
学
生
を
代
表
し
て
大
学
祭
副

実
行
委
員
長
の
山
内
優
子
さ
ん

（
心
理
３
）
が
交
通
安
全
宣
言

を
読
み
上
げ
た
後
、
キ
ャ
ン
パ

ス
近
く
の
八
事
交
差
点
で
、交

通
事
故
防
止
の
呼
び
か
け
も
行

わ
れ
た
。�

　
学
生
課
で
は
交
通
安
全
強
化

を
目
的
と
し
て
、
マ
ル
チ
ビ
ジ

ョ
ン
で
の
ビ
デ
オ
放
映
や
ポ
ス

タ
ー
、
ビ
ラ
で
の
啓
蒙
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。�

　
財
務
省
幹
部
と
国
民
が
財
政

の
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
す
る
会
が
五
月
三
十
日
、
名

古
屋
市
内
で
開
か
れ
、
経
済
学

部
四
年
参
川
浩
子

さ
ん
も
意
見
発
表

者
（
八
人
）
の
一

人
と
し
て
出
席
し
、

意
見
を
述
べ
た
。�

　
全
国
十
都
市
で

開
か
れ
た
財
務
省

主
催
の
会
で
、
名

古
屋
で
は
倉
田
雅

年
・
財
務
大
臣
政

務
官
を
囲
ん
で
行

わ
れ
た
。�

　
参
川
さ
ん
は
、
水
谷
研
治
教

授
の
ゼ
ミ
で
日
本
経
済
の
現
況

に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
会
で

は
赤
字
財
政
か
ら
の
脱
却
の
問

題
を
中
心
に
約
四
分
間
に
わ
た

っ
て
意
見
を
発
表
。�

「
国
が
抱
え
て
い
る
借
金
は
膨

大
だ
。
早
急
に
支
出
を
抑
え
て

収
入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
収
入
増
に
は
消
費
税
の

大
幅
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
。
国
民

に
痛
み
を
強
い
る
こ
と
に
な
る

が
、
避
け
て
通
れ
な
い
緊
急
の

課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。�

　
参
川
さ
ん
は
、
こ
の
日
発
表

し
た
内
容
を
そ
の
後
の
ゼ
ミ
で

報
告
、
水
谷
教
授
や
他
の
学
生

た
ち
と
も
意
見
を
交
換
し
た
。�

三
月
二
十
九
日

付
６
面
「
博
士

に
６
人
」
の
若
山
裕
晃
さ
ん
が

「
論
文
博
士
」
と
あ
る
の
は
「
課

程
博
士
」の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
ま
す
。�

う
に
、
何
か
を
し
な
が
ら
体

を
動
か
す
だ
け
で
十
分
で
あ

る
。
こ
の
本
で
は
、
簡
単
に

で
き
る
運
動
の
方
法
と
理
論

を
紹
介
し
て
い
る
。�

　
本
書
は「
朝
日
新
聞
土
曜

版be

」に
連
載
し
て
き
た
記

事
を
単
行
本
化
し
た
も
の
で

あ
る
。�

　
著
者
は
体
育
学
部
教
授
。

岩
波
書
店
刊
。
本
体
一
、
五

〇
〇
円
。�

���

　
本
書
は
、
日
本
教
育
法
学

会
が
提
案
し
た
「
学
校
安
全

法
」
と
「
安
全
指
針
」
を
解

説
し
、
今
後
の
学
校
安
全
立

法
や
、
安
全
対
策
に
役
立
つ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
池
田
小
事
件
の
不
審
者
学

校
乱
入
事
件
等
で
、
今
日
、

学
校
安
全
が
深
刻
。
そ
こ
で
、

国
や
行
政
の
役
割
・
責
任
を

明
確
に
し
つ
つ
、
自
治
体
、

地
域
に
学
校
の
協
働
に
よ
る

総
合
的
な
学
校
安
全
を
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。�

　
編
者
は
法
科
大
学
院
教
授
。

不
磨
書
房
刊
。
本
体
九
五
〇

円
。�

著
書
紹
介�
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受
験
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放
し
、
中
京
大
学

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
企
画「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」を
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
七
月
二
十

三
、
二
十
四
日
に
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
九
月
二

十
五
日
に
開
催
す
る
。�

　
名
古
屋
・
豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
模
擬
講
義

や
学
部
の
概
要
説
明
を
教
員
が
行
い
、
毎
年
人
気

を
集
め
て
い
る
。
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
社
会
・

生
命
シ
ス
テ
ム
工
・
体
育
・
情
報
理
工
の
四
学
部

の
み
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
開
催
す
る
二
日

間
と
も
全
十
一
学
部
で
実
施
す
る
。�

　
就
職
・
資
格
取
得
・
留
学
・
奨
学
金
な
ど
の
担

当
部
署
職
員
と
の
面
談
や
、
図
書
館
・
情
報
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
施
設
見
学
も
で
き
る
。�

　
学
科
別
の
面
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
教
員
や
学
部

生
、
大
学
院
生
か
ら
、
授
業
内
容
や
学
生
生
活
な

ど
の
身
近
な
話
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
こ
の
ほ
か
、
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
最
先
端
の
機
器
や
設

備
を
持
つ
理
工
系
実
験

棟
の
ほ
か
、
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
公
認
の
人
工

芝
サ
ッ
カ
ー
場
を
は
じ

め
、
五
十
㍍
プ
ー
ル
な

ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施

設
も
見
学
で
き
る
。�

　
参
加
自
由
。
予
約
不

要
。
保
護
者
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
。�

お問い合わせ先�中京大学入試センター� （直）�TEL.052-835-7173

2006年度  中京大学 学部入試日程�

入試に関する詳細は、�
入試要項を参照してください。�

一　般�

特Ⅰ�

特Ⅲ�

スポーツ�

前期日程�

後期日程�

３教科型�

４・５教科型�

後期日程�
３・５教科型�

推薦入試�

一般入試�

センター試験�
利用入試�

9月12日（月）～9月21日（水）�

11月1日（火）～11月10日（木）�
11月1日（火）～11月12日（土）�

10月24日（月）～11月2日（水）�

10月24日（月）～11月5日（土）�
10月24日（月）～11月2日（水）�
10月24日（月）～11月2日（水）�

1月6日（金）～1月19日（木）�

1月6日（金）～1月26日（木）�

2月17日（金）～2月27日（月）�

1月6日（金）～1月19日（木）�

1月23日（月）～2月4日（土）�

2月17日（金）～3月9日（木）�

一次 書類審査�
二次 10月16日（日）�

一次 10月3日（月）�
二次 10月20日（木）�

試験区分�

ＡＯ入試�

実施学部�

総合政策・情報理工��
生命システム工�

全学部（体育以外）�

体育�

国際英語・総合政策・経済・経営�

文・社会・法・情報理工�
生命システム工�

体育�

経済・経営�

総合政策・経済・経営・生命システム工�

全学部�
※体育はＤ方式のみ実施�

全学部　M方式�
※体育（体育科学科）は除く�

体育（体育科学科）Ｅ方式 

全学部�

全学部�

出願期間�

郵送（消印有効）�
試験日�

9月22日（木）�

11月11日（金）� 11月23日（祝）�

11月13日（日）�

12月3日（土）�

11月23日（祝）�

11月13日（日）�
11月13日（日）�
2月1日（水）�
2月2日（木）�
2月3日（金）�
2月4日（土）�

2月9日（木）�

3月7日（火）�

個別試験は�
課さない�

実施せず�

11月14日（月）�

11月4日（金）�

11月7日（月）�
11月4日（金）�
11月4日（金）�

1月20日（金）�
・21日（土）�

1月27日（金）�
・28日（土）�

全学部　センタープラス方式� 2月8日（水）�

2月28日（火）�
・3月1日（水）�

1月6日（金）～1月19日（木）� 1月20日（金）�
・21日（土）�

1月20日（金）�
・21日（土）�

2月6日（月）�

3月10日（金）�
・11日（土）�

1月6日（金）�
～21日（土）�

1月6日（金）�
～28日（土）�

2月17日（金）�
～3月1日（水）�

1月6日（金）�
～21日（土）�

1月6日（金）�
～21日（土）�

1月23日（月）�
～2月6日（月）�

2月17日（金）�
～3月11日（土）�

12月4日（日）�
12月1日（木）�

12月10日（土）�

12月10日（土）�

12月1日（木）�

12月1日（木）�
12月1日（木）�

2月17日（金）�
※但し、情報理工、�
生命システム工学部は�

2月16日（木）�

3月18日（土）�

2月17日（金）�
※但し、情報理工、�
生命システム工学部は�

2月16日（木）�

3月18日（土）�

窓口受付日� Web出願�
合格発表日�

一般入試�

推薦入試� 一般推薦 ※体育学部を除く�

前期日程�

後期日程�

試験区分� 試験日�

11月23日�
2月1日�

2月2日～4日�
2月8・9日�

3月7日�

全国19都市に地方試験会場を設けます�
地方試験会場�

札
　
幌�

仙
　
台�

東
　
京�

新
　
潟�

富
　
山�

金
　
沢�

松
　
本�

静
　
岡�

浜
　
松�

岐
　
阜�

豊
　
橋�

津�

大
　
阪�

岡
　
山�

広
　
島�

松
　
山�

福
　
岡�

那
　
覇�

福
　
井�

※上記試験区分以外では、地方試験はありません。�

※特Ⅰは一芸一能推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦で、特Ⅱ（指定校推薦）については記載しておりませんので入試要項を参照してください。�

前
期
日
程�

受
付
の
あ
る
ガ
レ
リ
ア
は
、

高
校
生
ら
で
一
日
中
に
ぎ

わ
っ
た（
昨
年
・
名
古
屋
）�

参
加
歓
迎
、保
護
者
も�

名 古 屋 �
キャンパス�

7月23日（土）・24日（日）�
全11学部で実施�

豊 田 �
キャンパス�

9月25日（日）�
社会・生命システム工・体育�
情報理工（'０６年４月開設）学部�



　
入
試
情
報
の
ペ
ー
ジ
は
、
試

験
方
式
別
や
学
科
別
に
検
索
で

き
、
さ
ら
に
便
利
に
な
っ
た
。

昨
年
度
の
入
試
問
題
集
の
取
り

寄
せ
も
こ
こ
か
ら
で
き
る
。
　

　「
入
学
試
験
質
問
フ
ォ
ー
ム
」

で
は
、
入
試
に
関
す
る
疑
問
点

に
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
個
別
に
対
応
し

て
い
る
。
質
問
の
受
け
付
け
は

毎
週
金
・
土
・
日
曜
日
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
全
国
進
学

相
談
会
な
ど
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
人
や
、
参
加
後
に
新
た
な

質
問
事
項
が
出
た
人
は
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｎ
ｅ
ｔ
　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
が
こ
の
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
一
層
充
実
し
た
。
入
試
情
報
の
ほ
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
、
就
職
支
援
体
制
、
資
格
取

得
状
況
、
キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介
な
ど
、
中
京
大
学
に
関
す
る
情
報
や
話
題
を
満
載
し
て
い
る
。�

　
昨
年
も
好
評
だ
っ
た
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
。
進
学
相
談
会
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
中
京

大
学
に
関
す
る
最
新
の
情
報
、

多
角
的
に
分
析
し
た
入
試
情
報

な
ど
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
発
信
し
て

い
る
。
申
し
込
み
受
付
中
。�

　
各
学
部
・
学
科
の
特
色
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
る

ほ
か
、
教
員
の
研
究
内
容
を
紹

介
す
る「
教
員
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」

の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い
る
。

来
年
四
月
に
新
設
す
る
情
報
理

工
学
部
の
情
報
も
詳
し
く
掲
載
。�

　
本
学
が
七
月
以
降
に
参
加
す
る
進
学
相

談
会
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
二
十
都

道
府
県
で
、
計
三
十
一
回
開
催
さ
れ
る
。�

　
他
大
学
と
合
同
で
行
う
業
者
企
画
の
相

談
会
で
、
大
学
ご
と
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
面
談
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。�

　
入
試
情
報
や
各
学
部
の

講
義
内
容
、
就
職
や
奨
学

金
な
ど
、
中
京
大
学
に
関

す
る
様
々
な
質
問
に
、
入

試
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
親
身

に
回
答
す
る
。�

　
受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
も
入
場
可
能
な
の
で
、
気
軽
に
ご
参

加
を
。� �

地区� 開催日� 開催地� 会　場� 地区� 開催日� 開催地� 会　場�

愛知県�7 18 月�名古屋�吹上ホール�

7 31 日�名古屋�名古屋国際会議場�

8 21 日�名古屋�愛知県中小企業センター�

9 3 土� 豊橋�豊橋グランドホテル�

9 17 土�名古屋�名古屋国際会議場�

9 18 日�名古屋�名古屋国際会議場�

12 10 土�名古屋�愛知県中小企業センター�

8 28 日� 津� ホテルグリーンパーク津�

9 10 土�四日市�じばさん三重�

三重県�

愛知県�

8 27 土� 京都�ぱ・る・るプラザ京都�
7 17 日� 大阪�大阪城ホール�

8 31 水� 姫路�ホテル日航姫路�

近　畿�

中　国�8 11 木� 広島�広島グリーンアリーナ�

8 20 土� 岡山�ホテルグランヴィア岡山�

九　州�

沖縄県�

9 29 木� 福岡�ソラリア西鉄ホテル�

9 30 金�北九州�リーガロイヤルホテル小倉�

10 3 月� 宮崎�ＭＲＴ ｍｉｃｃ�

10 4 火�鹿児島�鹿児島アリーナ�

7 14 木� 那覇�おきでん ふれあいホール�

7 15 金� 那覇�おきでん ふれあいホール�

9 9 金� 新潟�ホテル新潟�甲信越�

9 12 月� 金沢�金沢全日空ホテル�

9 13 火� 福井�フェニックスプラザ�

9 14 水� 富山�富山全日空ホテル�

北　陸�

浜松フォルテ�

ツインメッセ静岡�

アクトシティ浜松�

9 3 土� 静岡�

9 10 土� 浜松�

10 22 土� 浜松�

静岡県�

9 3 土� 岐阜�ぱ・る・るプラザＧＩＦＵ�岐阜県�

8 26 金� 札幌�札幌パークホテル�北海道�

8 20 土� 仙台�仙台サンプラザホール�東　北�

7 16 土� 東京�日本武道館�関　東�

全国進学相談会　日程と会場�

　入学願書や各種資料の請
求は、インターネット・携帯電話・
電話・はがきでできます。�
※願書の発送は9月以降。�
�

ホームページ�
http://www.chukyo-u.ac.jp
からNet Campusへ。�
※internet Ｅxplorer5.0以上�
�

モバイル�
http://m.chukyo-u.ac.jp/�
携帯電話から資料請求がで
きます。インターネット接続サ
ービスで上記アドレスを入力し
てください。情報料は無料で
すが、各社が定めるパケット
通信料等がかかります。�

入学願書や�
資料の請求�

学業・資格取得・就職 etc.

Net Campus
http://www.chukyo-u.ac.jpから�

情
報
理
工
学
部（     

　
）の
案
内
も�

来
年
四
月�

新
　
　
設�

全
国
各
地
で
開
き
ま
す�

進
学
相
談
会
に
も
気
軽
に�

学
部
・
学
科
情
報�

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン�

入
試
情
報
・
　
　
　�

　
　
質
問
フ
ォ
ー
ム�

昨
年
の
入
試
問�

題
も
請
求
Ｏ
Ｋ�

Ｅ
メ
ー
ル
で
発

信
、申
し
込
み
を�



　
３
、 
施
設
関
係
支
出�

　
土
地
・
建
物
・
構
築
物
等
に
対

す
る
支
出
で
、豊
田
学
舎
教
育

複
合
棟
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ

ー
場
整
備
工
事
等
を
行
い
ま
し

た
。�

　
４
、 

設
備
関
係
支
出�

　
機
器
備
品
・
図
書
等
の
取
得

の
た
め
の
支
出
で
す
。
教
育
研

究
用
機
器
備
品
取
得
の
う
ち
主

な
も
の
は
、
情
報
関
係
機
器
、

体
育
関
係
機
器
備
品
、
Ａ
Ｖ
関

係
機
器
等
で
す
。
ま
た
、
図
書

の
十
六
年
度
末
現
在
の
蔵
書
数

は
約
一
二
四
万
二
千
冊
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
５
、 

資
金
支
出
調
整
勘
定�

　
期
末
未
払
金
と
前
期
末
前
払

金
は
現
金
支
払
が
前
年
度
ま
た

は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、
十
六

年
度
に
資
金
の
流
れ
を
伴
わ
な

い
の
で
控
除
さ
れ
ま
す
。�

　
な
お
、
新
部
門
の
経
費
は
大

学
に
計
上
し
て
い
ま
す
。�

　
平
成
十
六
年
度
の
消
費
収
支

計
算
書
は
図
表
４
の
と
お
り
で

す
。�

　
収
入
の
部
で
は
帰
属
収
入
が

二
〇
〇
億
二
千
百
万
円
で
、
予

算
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
う
ち
学
生
生
徒
等
納
付
金

は
一
六
九
億
六

千
三
百
万
円
、

収
入
の
八
四
・

七
％
の
構
成
比
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。
五
月
一
日
現
在
の
学
生
・

生
徒
・
園
児
数
は
一
八
、
三
八

一
名
で
し
た
。
ま
た
、
補
助
金

は
一
六
億
一
千
二
百
万
円
で
、

収
入
に
占
め
る
割
合
は
八
・
一

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
、
基
本
金
に
組
み
入
れ

た
額
は
、
有
形
固
定
資
産
等
の

増
加
に
伴
う
第
一
号
基
本
金
な

ど
一
二
億
五
千
四
百
万
円
で
し

た
。�

　
ま
た
、
帰
属
収
入
か

ら
基
本
金
組
入
額
を
差

し
引
い
た
消
費
収
入
は

一
八
七
億
六
千
七
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ

増
加
し
ま
し
た
。�

　
一
方
、
消
費
支
出
の

部
で
す
が
、
総
額
で
一

八
四
億
九
千
六
百
万
円

で
、
予
算
内
で
の
執
行

と
な
り
ま
し
た
。
消
費

支
出
の
う
ち
、
人
件
費

は
一
〇
六
億
六
千
九
百
万
円
、

支
出
で
の
構
成
比
率
は
五
七
・

七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
育
研
究
経
費
は
五
八
億
一
千

八
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

増
加
し
ま
し
た
。
支
出
に
占
め

る
割
合
は
三
一
・
五
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
結
果
は
二
億
七
千

百
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り
ま

し
た
。�

　
こ
の
消
費
収
支
計
算
書
の
収

入
、
支
出
の
構
成
比
率
は
図
表

７
、
図
表
８
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
関
係
比
率
の
推
移
は
図

表
９（
16
面
）の
と
お
り
で
す
。�

　
次
に
、資
金
収
支
計
算
書（
図

表
５
）
の
科
目
で
す
が
、
施
設

整
備
へ
の
支
出
は
一
五
億
六
千

百
万
円
、
機
器
備
品
・
図
書
な

ど
へ
の
支
出
は
五
億
三
千
九
百

万
円
で
し
た
。
借
入
金
に
つ
い

て
は
施
設
整
備
の
た
め
と
愛
知

県
授
業
料
軽
減
分
で
四
億
一
千�

16
面
１
段
目
へ
続
く
　
　
　�

16
面
に
用
語
説
明
を
掲
載
　�

　
学
園
の
決
算
も
同
様
に
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
説
明
し
ま
す
。�

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）�

消費収入の部� 消費支出の部�

収入の部�

資産の部� 負債の部�

基本金の部�

消費収支差額の部�

支出の部�

（単位：千円）�　　　　平成16年度 梅村学園消費収支計算書�図表４�

（単位：千円）�　　　　平成16年度 梅村学園資金収支計算書�図表５�

（単位：千円）�梅村学園貸借対照表（平成17年3月31日）�図表６�

科　　目�
学生生徒等納付金�
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 差 額 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
帰 属 収 入 合 計 �
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

予　算　額�

16,903,588
804,301
35,034

1,641,114
128,778

2,390
227,350
132,480

19,875,035
△1,298,097

18,576,938

決　算　額�

16,962,830
895,295
52,068

1,612,091
147,689

2,420
211,122
137,567

20,021,082
△1,254,269

18,766,813

科　　目�
人 件 費 �
教 育 研 究 経 費 �
管 理 経 費 �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �
�
予 備 費 �
�
消費支出の部合計�

当年度消費収入超過額�

予　算　額�

10,686,251
5,993,767
1,868,409

36,397
232,532

7,208

18,824,564

△247,626

決　算　額�

10,669,482
5,818,223
1,747,600

35,835
224,505

 

18,495,645

271,168

予　算　額�

16,903,588
804,301
32,636

1,641,114
128,778

5,057
227,350
370,310
409,603

3,061,509
1,186,933
△3,876,356

16,609,247
37,504,070

決　算　額�

16,962,830
895,295
33,199

1,612,091
147,689

5,087
211,122
373,706
409,603

3,163,652
1,175,354
△3,913,456

16,609,247
37,685,419

科　　目�
学生生徒等納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 等 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�
前年度繰越支払資金�
収 入 の 部 合 計 �

予　算　額�

10,807,295
3,917,527
1,605,943

36,397
358,029

1,576,658
587,431

1,911,716
844,068

33,477

△499,398
16,324,927
37,504,070

決　算　額�

10,790,527
3,739,516
1,485,134

35,835
358,029

1,561,474
539,350

1,911,448
782,909

 

△428,139
16,909,336
37,685,419

科　　目�
人 件 費 支 出 �
教育研究経費支出�
管 理 経 費 支 出 �
借入金等利息支出�
借入金等返済支出�
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �

予 備 費 �
�
資金支出調整勘定�
次年度繰越支払資金�
支 出 の 部 合 計 �

科　　目�

固 定 資 産 �

有 形 固 定 資 産 �

土 地 �

建 物 �

構 築 物 �

教育研究用機器備品�

その他の機器備品�

図 書 �

車 両 �

建 設 仮 勘 定 �

そ の 他 の 固 定 資 産 �

電 話 加 入 権 �

有 価 証 券 �

長 期 貸 付 金 �

退職給与引当特定資産�

減価償却引当特定資産�

建設引当特定資産�

奨学資金特定資産�

将来計画準備引当特定資産�

第3号基本金引当資産�

そ の 他 固 定 資 産 �

流 動 資 産 �

現 金 預 金 �

未 収 入 金 �

仮 払 金 �

前 払 金 �

資 産 の 部 合 計 �

金　額�

65,874,287
46,550,248
1,324,316

30,015,865
3,326,070
2,896,781

115,670
8,009,295

37,251
825,000

19,324,039
5,574

76,470
133,714

5,338,890
7,335,428

800,000
2,350,000
3,060,000

66,714
157,249

17,667,865
16,909,336

661,278
65,310
31,941

83,542,152

科　　目�

固 定 負 債 �

長 期 借 入 金 �

退 職 給 与 引 当 金 �

流 動 負 債 �

短 期 借 入 金 �

未 払 金 �

前 受 金 �

預 り 金 �

負 債 の 部 合 計 �

�

科　　目�

第 1 号 基 本 金 �

第 2 号 基 本 金 �

第 3 号 基 本 金 �

第 4 号 基 本 金 �

基 本 金 の 部 合 計 �

�

科　　目�

翌年度繰越消費収入超過額�

消費収支差額の部合計�

科　　目�

負債の部、基本金の部及び　
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 �

金　額�

4,412,044
1,248,338
3,163,706
5,219,466
1,017,815

405,510
3,163,652

632,489
9,631,510

金　額

63,134,231
800,000
66,714

1,348,000
65,348,945

金　額

8,561,697
8,561,697
金　額

83,542,152

梅
村
学
園
の
決
算�

16
年
度�

平
　
成�

帰属収入の構成比率�図表７�

消費支出の構成比率�図表８�

学生生徒納付金�
84.7%

補助金8.1%
その他7.2%

その他1.4%

教育研究経費�
31.5%

管理経費9.5%

人件費�
57.7%



　
各
科
目
に
つ
い
て
は
消
費
収

支
計
算
書
の
中
で
概
要
を
説
明

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

資
金
収
支
計
算
書
の
特
有
な
科

目
の
う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。�

　
１
、 

前
受
金
収
入�

　
十
七
年
度
入
学
生
の
学
生
生

徒
等
納
付
金
は
、
春
学
期
分
が

十
七
年
三
月
末
日
ま
で
に
納
入

さ
れ
る
た
め
、
十
六
年
度
の
収

入
と
し
ま
す
。
前
年
度
に
比
べ

三
千
七
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。�

　
２
、 

資
金
収
入
調
整
勘
定�

　
期
末
未
収
入
金
と
前
期
末
前

受
金
は
、
現
金
収
受
が
前
年
度

ま
た
は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、�

十
六
年
度
に
は
資
金
の
流
れ
が�

伴
わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ
ま
す
。�

（
15
面
１
段
目
へ
続
く
）�

　
１
、
学
生
生
徒
等
納
付
金�

　
十
六
年
度
は
一
四
二
億
五
千

七
百
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

六
千
二
百
万
円
、
〇
・
四
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

帰
属
収
入
に
対
す
る
構
成
比
率

は
八
九
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
構
成
割
合
は
収
入
の
各
科
目

間
の
相
対
的
な
も
の
で
も
あ
り
、

他
の
収
入
科
目
の
増
減
に
よ
っ

て
も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

構
成
比
率
は
こ
こ
数
年
間
の
中

で
最
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
な
お
、
十
六
年
五
月
一
日
現

在
の
学
生
総
数
は
一
三
、
五
六

九
人
で
し
た
。�

　
２
、 

手
数
料�

　
こ
の
う
ち
九
八
・
四
％
が
入

学
検
定
料
で
す
。
十
六
年
度
の

検
定
料
収
入
は
七
億
八
千
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
て
一
千
五
百
万

円
、
一
・
九
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
帰
属
収
入
に

対
す
る
構
成
比
率
は
五
・
〇
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
３
、
寄
付
金�

　
十
六
年
度
は
二
千
二
百
万
円

で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
一
四

億
一
千
百
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
帰
属
収
入
に
対
す
る

構
成
比
率
は
〇
・
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
別
寄
付
金
が
六

百
万
円
、
現
物
寄
付
金
が
一
千

六
百
万
円
で
し
た
。�

　
４
、
補
助
金�

　
十
六
年
度
の
補
助
金
は
四
億

二
千
百
万
円
、
帰
属
収
入
に
占

め
る
割
合
は
二
・
七
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
経
常
費

補
助
金
は
四
億
七
百
万
円
で
前

年
度
に
比
べ
て
四
百
万
円
、〇
・

九
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
常
費
補
助
金
は
、
近
年
、

一
般
補
助
か
ら
特
別
補
助
へ
重

点
が
置
か
れ
て
き
て
お
り
、
本

学
で
は
六
三
・
六
％
が
特
別
補

助
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
経
常
費
補
助
金
は
昭
和
五

十
五
年
度
に
制
定
さ
れ
た
「
私

立
学
校
振
興
助
成
法
」
で
経
常

的
経
費
の
１
／
２
以
内
を
助
成

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

学
で
は
そ
の
割
合
が
三
・
六
％

で
あ
り
、
平
成
三
年
度
以
降
一

〇
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。�

　
５
、
資
産
運
用
収
入�

　
十
六
年
度
は
一
億
一
千
六
百

万
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
三
千

二
百
万
円
、
三
八
・
一
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
帰
属
収
入

に
対
す
る
割
合
は
〇
・
七
％
で

す
。
う
ち
、
受
取
利
息
収
入
は

四
八
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

　
６
、
事
業
収
入�

　
受
託
事
業
お
よ
び
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
受
講
料
の
収
入
で
す
。

十
六
年
度
は
二
億
円
、
前
年
度

に
比
べ
て
百
万
円
、
〇
・
五
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。�

　
７
、
帰
属
収
入�

　
収
入
の
合
計
は
一
五
八
億
八

千
六
百
万
円
で
あ
り
、
対
前
年

度
一
三
億
七
千
万
円
、
七
・
九

％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
十
五
年
度
に
現
物
寄
付
が

含
ま
れ
て
い
た
た
め
で
、
こ
れ

を
除
く
と
対
前
年
度
比
〇
・
四

％
の
増
加
と
な
り
ま
す
。�

　
８
、
人
件
費�

　
十
六
年
度
は
七
五
億
一
千
六

百
万
円
、
対
前
年
度
比
五
・
二

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
帰

属
収
入
に
対
す
る
人
件
費
比
率

は
四
七
・
三
％
、
消
費
支
出
に

お
け
る
構
成
比
率
は
五
四
・
三

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
十
六
年

五
月
一
日
現
在
の
専
任
教
員
は

三
二
四
人
、
専
任
職
員
は
一
六

七
人
で
し
た
。�

　
９
、 

教
育
研
究
経
費�

　
十
六
年
度
は
四
七
億
九
千
九

百
万
円
、
対
前
年
度
比
一
四
・

〇
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
支
出
で
の
構
成
比

率
は
三
四
・
七
％

で
あ
り
、
十
二
年

度
を
一
〇
〇
と
し

た
場
合
、
そ
の
指

数
は
一
一
九
と
な

り
ま
す
。�

　
こ
の
う
ち
減
価

償
却
費
は
一
六
億

八
千
四
百
万
円
、

教
育
研
究
経
費
に

占
め
る
割
合
は
三

五
・
一
％
で
し
た�

　
10
、
管
理
経
費�

　
十
六
年
度
は
一

二
億
九
千
九
百
万

円
、
対
前
年
度
比

五
・
六
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

消
費
支
出
に
お
け

る
構
成
比
率
は
九
・

四
％
で
あ
り
、
十

二
年
度
を
一
〇
〇

と
す
る
と
十
六
年

度
は
一
四
四
と
な

り
ま
す
。�

　
11
、
借
入
金
　

　
　
　
利
息�

　
十
六
年
度
は
一

千
二
百
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

て
四
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
新
規
の
借
入

金
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。�

　
12
、
消
費
収
入
・
消
費
支
出�

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入

額
九
億
八
千
四
百
万
円
を
控
除

し
た
消
費
収
入
は
一
四
九
億
二

百
万
円
、
対
前
年
度
比
九
・
〇

％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
消
費
支
出
は
一
三
八
億
二

千
九
百
万
円
、
対
前
年
度
比
九
・

一
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を
差

し
引
い
た
消
費
収
支
差
額
は
一

〇
億
七
千
三
百
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。�

　
先
般
、
中
京
大
学
の
平
成
十
六
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し

た
。
各
計
算
書
に
つ
い
て
は
図
表
１
及
び
図
表
２
の
と
お
り

で
す
が
、
消
費
収
支
計
算
書
の
決
算
数
字
を
中
心
と
し
て
そ

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。�

消費収入の部� 消費支出の部�

収入の部� 支出の部�

（単位：千円）�　　　　平成16年度 中京大学消費収支計算書�図表1

（単位：千円）�　　　　平成16年度 中京大学資金収支計算書�図表２�

科　　目�
学生生徒等納付金�
手 数 料 �
寄 付 金 �
補 助 金 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 差 額 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
帰 属 収 入 合 計 �
基本金組入額合計�
消費収入の部合計�

予　算　額�

14,202,218
702,475

5,000
459,727
98,300

0
215,500
75,748

15,758,968�
△1,026,802

14,732,166

決　算　額�

14,257,338
793,284
21,509

421,492
115,753

30
199,584
76,886

15,885,876
△984,078
14,901,798

科　　目�
人 件 費 �
教 育 研 究 経 費 �
管 理 経 費 �
借 入 金 等 利 息 �
資 産 処 分 差 額 �
�
予 備 費 �
�
消費支出の部合計�

当年度消費収入超過額�

予　算　額�

7,541,856
4,956,527
1,383,423

12,462
207,223

6,631

14,108,122

624,044

決　算　額�

7,516,250
4,799,235
1,298,922

12,462
202,149

 

13,829,018

1,072,780

予　算　額�

14,202,218
702,475

5,000
459,727
98,300

0
215,500
75,748

300,000
2,473,367

75,443
△2,649,883

14,138,135
30,096,030

決　算　額�

14,257,338
793,284

5,950
421,492
115,753

30
199,584
76,886

300,000
2,611,308

80,958
△2,678,193

14,138,135
30,322,525

科　　目�
学生生徒等納付金収入�
手 数 料 収 入 �
寄 付 金 収 入 �
補 助 金 収 入 �
資 産 運 用 収 入 �
資 産 売 却 収 入 �
事 業 収 入 �
雑 収 入 �
借 入 金 収 入 �
前 受 金 収 入 �
そ の 他 の 収 入 �
資金収入調整勘定�
前年度繰越支払資金�
収 入 の 部 合 計 �

予　算　額�

7,450,700
3,272,140
1,149,777

12,462
1,547,687

520,846
1,700,002
1,146,130

13,826

△422,629
13,705,089
30,096,030

決　算　額�

7,425,094
3,112,732
1,065,277

12,462
1,536,353

477,120
1,700,001
1,080,777

 

△358,410
14,271,119
30,322,525

科　　目�
人 件 費 支 出 �
教育研究経費支出�
管 理 経 費 支 出 �
借入金等利息支出�
施 設 関 係 支 出 �
設 備 関 係 支 出 �
資 産 運 用 支 出 �
そ の 他 の 支 出 �
�
予 備 費 �
�
資金支出調整勘定�
次年度繰越支払資金�
支 出 の 部 合 計 �

帰属収入�

学生生徒等納付金�
89.7% 補助金�

2.7%

その他7.6%

その他�
1.6%教育研究経費�

34.7%

管理経費9.4%

人件費�
54.3%

消費支出�

中
京
大
学
の
決
算�

Ⅰ 

消
費
収
支
計
算
書
（
図
表
１
）�

Ⅱ 

資
金
収
支
計
算
書
（
図
表
２
）�

16
年
度�
平
　
成�

構成比率（中京大学）�図表３�



「
建
築
家
に
な
り
た
い
と
思
い
、

十
八
の
頃
か
ら
独
学
で
勉
強
し
、

頑
張
っ
て
き
た
。�

　
学
歴
も
社
会
的
基
盤
も
な
い

人
間
は
、
自
ら
仕
事
を
生
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
十

代
で
大
阪
市
に
屋
上
緑
化
の
提

案
を
し
た
が
、『
若
造
が
何
を
』

と
相
手
に
さ
れ

な
か
っ
た
。
し

か
し
、
懲
り
ず

に
、
機
会
を
見

つ
け
て
は
発
言

し
た
」�

「
人
は
、『
自
分
の
可
能
性
を
い

か
に
切
り
拓
く
か
』
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
建
築
で
も
、

予
算
や
敷
地
の
条
件
が

悪
け
れ
ば
、
工
夫
し
て

面
白
い
も
の
を
生
み
出

せ
ば
い
い
」�

「
思
う
に
、
い
ま
の
若

者
の
多
く
は
も
の
を
考

え
な
い
。
ま
た
、
命
あ

る
も
の
へ
の
責
任
や
愛
情
が
希

薄
で
感
受
性
も
鈍
い
。�

　
雨
が
降
っ
た
直
後
に
『
日
課

だ
か
ら
』
と
木
に
水
を
遣
る
青

年
。
老
人
を
異
民
族
の
ご
と
く

珍
し
そ
う
に
眺
め
る
子
ど
も
。�

　
日
本
人
は
金
持
ち
に
な
っ
た

が
、
頭
を
使
わ
な
く
な
っ
た
」�

「
経
済
発
展
は
様
々
な
弊
害
を

生
ん
だ
。
無
計
画
に
建
設
さ
れ

た
ビ
ル
群
。
美
し
い
自
然
に
恵

ま
れ
た
国
土
は
ど
ん
ど
ん
汚
れ

て
い
く
。
は
げ
山
、
産
業
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
、
二
酸
化
炭
素

等
に
よ
る
汚
染
。
そ
ん
な
状
況

を
何
と
か
し
た
い
と
思
っ
た
」�

「
瀬
戸
内
海
の
島
々
に
緑
豊
か

な
自
然
を
取
り
戻
す
た
め
、
瀬

戸
内
オ
リ
ー
ブ
基
金
を
設
け
、

方
々
の
島
で
植
樹
を
行
っ
て
い

る
。
苗
木
を
植
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
『
自
分
た
ち
で
ま
ち
を

つ
く
っ
た
』
と
い
う
経
験
に
よ

り
、
ま
ち
に
愛
着
を
持
つ
人
間

に
育
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」�

「
私
は
建
築
家
と
し
て
、
社
会

に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、

い
つ
も
考
え
て
、
探
し
て
、
取

り
組
ん
で
き
た
つ
も
り
だ
。�

　
白
い
花
の
咲
く
木
を
植
え
る

活
動
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
へ
の
鎮
魂

の
思
い
。
そ
し
て
近
年
、
直
島

に
地
中
美
術
館
な
る
も
の
を
つ

く
っ
た
の
は
新
た
な
試
み
だ
」�

「
自
然
に
あ
る
木
は
地
下
水
を

求
め
て
根
を
張
る
。
人
も
何
か

を
求
め
、
自
生
し
、
共
に
生
き

る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ
は
、

日
本
が
世
界
の
中
で
生
き
て
い

く
姿
で
も
あ
り
た
い
」�

（
３
月
４
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）�

「
い
ま
や
人
間
の
み
な
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
動
物
、
池
の
鯉
ま
で

が
糖
尿
病
に
な
る
時
代
。
日
本

の
糖
尿
病
人
口
は
七
百
四
十
万

人
、
予
備
軍
も
含
め
る
と
千
六

百
二
十
万
人
。
二
〇
一
〇
年
に

は
二
千
万
人
を
超
え
そ
う
だ
」�

「
な
ぜ
増
え
た
か
。
そ
れ
は
、

食
生
活
の
変
化
と
運
動
不
足
に

よ
る
〝
肥
満
〞
が
背
景
に
あ
る
。�

　
肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
源
で

あ
り
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な

ど
の
血
管
合
併
症
を
発
症
さ
せ

る
危
険
因
子
の
一
つ
だ
」�

「
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
ま
ず
は
〝
予
防
〞

だ
。�

　
今
後
増
え
る
と
さ
れ

る
成
人
糖
尿
病
は
、
肥

満
、
高
血
糖
、
高
血
圧

と
い
っ
た
危
険
因
子
を

取
り
除
く
よ
う
努
め
れ

ば
、
発
病
や
悪
化
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
る
。特
に
、心
血
管
病

変
の
発
病
率
が
高
い
糖
尿
病
予

備
軍
へ
の
対
応
は
重
要
で
あ
る
。�

　
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
食
事

と
運
動
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改

善
。
自
己
管
理
が
必
須
だ
」�

「
で
は
、
糖
尿
病
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
…
。
糖
尿
病
の
怖
さ

は
、
種
々
の
代
謝
異
常
を
誘
発

し
、
特
有
の
〝
合
併
症
〞（
網

膜
症
、
腎
症
、
神
経
症
等
）
を

引
き
起
こ
す
こ
と
。
命
に
関
わ

る
状
態
、
失
明
、
人
工
透
析
、

足
切
断
と
い
う
重
篤
な
事
態
に

到
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
。�

　
た
だ
、
特
に

問
題
と
な
る
血

管
合
併
症
も
、

血
糖
・
血
圧
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
厳
格
な
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
」�

「
現
在
の
糖
尿
病
の
〝
管
理
・

治
療
〞
の
基
本
は
、
食
事
療
法

と
運
動
療
法
。
そ
し
て
、
補
助

的
な
イ
ン
ス
リ
ン
投
与
。�

　
運
動
に
つ
い
て
は
、
〝
歩
行

運
動
が
身
体
に
や
さ
し
く
効
果

大
〞
と
い
う
の
が
最
近
の
世
界

的
な
考
え
方
。
将
来
的
に
は
、

遺
伝
子
治
療
、
す
い
臓
移
植
の

普
及
、
人
工
網
膜
、
神
経
修
復

薬
の
研
究
・
導
入
が
進
み
、
治

療
法
は
さ
ら
に
進
展
す
る
と
期

待
で
き
そ
う
だ
」�

「
糖
尿
病
治
療
は
、患
者
の
病

状
や
環
境
に
臨
機
応
変
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
医

者
と
日
頃
か
ら
接
す
る
こ
と
も

大
事
な
こ
と
だ
」�

（
４
月
23
日
・
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）�

　
文
化
会
主
催
の
第
三
十
三
回

講
演
会
が
、
七
月
二
日
午
後
一

時
か
ら
、
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
四
号
館
４
３
１
教
室

で
開
か
れ
る
。�

　
講
師
は
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
の
ナ
レ

ー
タ
ー
で
お
馴
染
み
の
キ
ー
ト

ン
山
田
さ
ん
（
写
真
＝
俳
優
・

ナ
レ
ー
タ
ー
）
。「
人
に

印
象
を
残
す
話
し
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。�

　
文
化
会
執
行
部
は
テ

ー
マ
に
、「
大
学
生
活
の

中
で
、
人
に
印
象
を
残

す
話
し
方
を
培
い
、
社

会
に
出
て
か
ら
活
か
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い

る
。�

　
入
場
無
料
。
申
し
込
み
不
要
。

お
問
い
合
わ
せ
先
は
文
化
会
執

行
部
室
（
０
５
２
‐
８
３
５
‐

７
１
６
９
、
不
在
の
場
合
あ
り
）

へ
。�

　
第
五
十
五
回
中
日
書
道
展
と

第
十
二
回
槙
社
文
会
展
の
入
賞

者
が
決
ま
り
、
文
学
部
同
窓
生

が
そ
れ
ぞ
れ
上
位
入
賞
を
果
た

し
た
。
（
敬
称
略
）�

　
第
五
十
五
回
中
日
書
道
展（
中

日
新
聞
社
主
催
）
上
位
入
賞
者

（
６
月
19
日
表
彰
）�

▽
中
部
日
本
書
道
会
記
念
賞�

　
田
口
勢
望
（
勝
也
・
七
七
年

国
文
卒
・
星
城
高
等
学
校
教
諭
）、

磯
谷
凄
聴
（
寧
・
七
八
年
国
文

卒
・
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校
　

教
諭
）
、
梶
山
盛
涛
（
重
三
・

七
九
年
国
文
卒
・
中
京
大
学
付

属
中
京
高
等
学
校
教
諭
）�

▽
愛
知
万
博
賞�

　
後
藤
春
洋（
智

恵
美
・
七
八
年
国

文
卒
・
至
学
館
高

等
学
校
講
師
）、

寺
尾
桑
林（
荘
平
・

七
九
年
国
文
卒
・

中
京
大
学
職
員
）�◆�

　
第
十
二
回
槙
社
文
会
展（
文

化
勲
章
受
章
者
で
本
学
文
学
部

教
授
を
務
め
た
故
青
山
杉
雨
先

生
に
師
事
し
た
門
下
の
会
展
）

上
位
入
賞
者
（
５
月
29
日
表
彰
）�

▽
槙
社
文
会
賞�

　
梶
山
盛
涛
（
重
三
・
七
九
年

国
文
卒
・
中
京
大
学
付
属
中
京

高
等
学
校
教
諭
）�

▽
槙
社
文
会
奨
励
賞�

　
後
藤
春
洋
（
智
恵
美
・
七
八

年
国
文
卒
・
至
学
館
高
等
学
校

講
師
）
、
寺
尾
桑
林
（
荘
平
・

七
九
年
国
文
卒
・
中
京
大
学
職

員
）�

公
開
講
座

公
開
講
座�

公
開
講
座�

建　築　家�

安藤 忠雄さ　�　ん�

「可能性をつくる」�

文化・芸術・教育シリーズ ●�34

中部労災病院長�

堀田　 饒さ　�　ん�

糖尿病  養生ノート�
～予防と治療のストラテジー～�

健康・余暇・スポーツシリーズ ●�20

中
日
書
道
展
で
五
人�

槙
社
文
会
展
で
三
人�

文学部同窓生�

上位入賞�
　
月
　
日  

文
化
会
講
演
は�

7
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「
資
金
収
支
計
算
書
」�

　
資
金
収
支
計
算
書
は
、
当

該
会
計
年
度
の
教
育
研
究
活

動
お
よ
び
そ
の
活
動
に
付
随

す
る
す
べ
て
の
収
入
・
支
出

の
内
容
、
な
ら
び
に
当
該
会

計
年
度
に
お
け
る
支
払
資
金

の
収
入
・
支
出
の
て
ん
末
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。�

「
消
費
収
支
計
算
書
」�

　
消
費
収
支
計
算
書
は
、
消

費
収
入
と
消
費
支
出
の
内
容
を

示
す
と
と
も
に
学
校
法
人
の
財

政
の
永
続
的
な
維
持
を
図
る
た

め
、
消
費
収
支
の
均
衡
の
有
無

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。�

「
教
育
研
究
経
費
と
管
理
経
費
」�

　
学
校
事
業
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
、
①
総
務
・
人
事
・
経
理
、

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
業
務
の

経
費
②
教
職
員
の
福
利
厚
生
の

た
め
の
経
費
③
教
育
研
究
活
動

以
外
に
使
用
す
る
施
設
、
設
備

の
修
繕
、
維
持
、
保
全
に
要
す

る
経
費
④
学
生
募
集
の
た
め
に

要
す
る
経
費
⑤
補
助
活
動
事
業

の
う
ち
食
堂
、
売
店
の
た
め
に

要
す
る
経
費
等
に
該
当
す
る
こ

と
が
明
ら
か
な
経
費
が
管
理
経

費
と
さ
れ
ま
す
。�

　
そ
れ
以
外
の
経
費
に
つ
い
て

は
、
主
た
る
使
途
に
従
っ
て
教

育
研
究
経
費
か
管
理
経
費
の
い

ず
れ
か
に
含
め
ま
す
。
光
熱
水

費
等
の
よ
う
に
双
方
に
関
連
す

る
も
の
は
校
舎
面
積
等
で
按
分

し
て
い
ま
す
。�

「
基
本
金
」�

　
基
本
金
と
は
、学
校
法
人

が
教
育
・
研
究
等
諸
活
動
の

計
画
に
基
づ
き
必
要
な
資
産

を
継
続
的
に
保
持
す
る
た
め

に
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
て
、

帰
属
収
入
の
中
か
ら
組
み
入

れ
た
金
額
を
い
い
ま
す
。�

　
基
本
金
に
は
第
一
号
基
本

金
か
ら
第
四
号
基
本
金
ま
で

四
種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
三
億

五
千
八
百
万
円
の
返
済
も
行
い

ま
し
た
。�

　
貸
借
対
照
表
の
概
要
は
図
表

６（
15
面
）の
と
お
り
で
す
。
資

産
総
額
は
十
六
年
度
末
で
八
三

五
億
四
千
二
百
万
で
、

前
年
度
に
比
べ
一
・

八
％
増
加
し
て
い
ま

す
。�

　
一
方
、
負
債
の
総

額
は
九
六
億
三
千
二

百
万
円
で
す
。
総
資

産
に
占
め
る
負
債
の

割
合
は
一
一
・
五
％
で
、

こ
の
割
合
は
年
々
低

下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
己

資
金
構
成
比
率
は
八
八
・
五
％

で
あ
り
、
安
定
し
た
財
務
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
貸
借

対
照
表
の
関
係
比
率
の
推
移
は

図
表
１０
の
と
お
り
で
す
。�

　
な
お
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
補
助
金
の
金
額
及
び

そ
の
推
移
は
図
表
１１
の
と
お
り

で
す
。�

　
中
京
大
学
及
び
学
園
の
消
費

収
支
計
算
書
及
び
資
金
収
支
計

算
書
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
予

備
費
振
替
後
の
も
の
で
す
。�

�

（
財
務
部
長
　
鬼
頭 
俊
二
）�

　
学
校
法
人
梅
村
学
園
は
、
二

〇
〇
五
年
四
月
一
日
付
で
「
個

人
情
報
保
護
の
基
本
方
針
」
を

制
定
し
ま
し
た
。�

�

学
校
法
人
梅
村
学
園�

個
人
情
報
の
基
本
方
針�

　
本
学
園
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
、
次

の
基
本
方
針
を
定
め
、
学
生
・

生
徒
・
園
児
・
教
職
員
を
は
じ

め
と
し
て
、
本
学
園
に
関
わ
る

方
々
の
個
人
情
報
の
保
護
に
努

め
ま
す
。�

１．

個
人
情
報
の
取
得�

　
本
学
園
は
、
個
人
情
報
の
取

扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
目

的
を
で
き
る
限
り
特
定
し
、
必

要
な
範
囲
に
限
っ
て
取
得
し
ま

す
。�

２．

個
人
情
報
の
利
用�

　
本
学
園
は
、
取
得
し
た
際
に

示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
、

業
務
の
遂
行
上
必
要
な
限
り
に

お
い
て
個
人
情
報
を
利
用
し
ま

す
。�

３．

個
人
情
報
の
第
三
者
へ
の

　
　
提
供�

　
本
学
園
は
、
法
令
等
で
定
め

る
場
合
を
除
き
、
取
得
し
た
個

人
情
報
を
、
本
人
の
同
意
を
あ

ら
か
じ
め
得
る
こ
と
な
く
、
第

三
者
に
提
供
し
ま
せ
ん
。�

４．

個
人
情
報
の
管
理�

　
本
学
園
は
、
個
人
情
報
を
扱

う
部
署
に
個
人
情
報
管
理
者
を

置
き
、
個
人
情
報
の
適
切
な
管

理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
安
全
対
策
を
実
施
し
、

個
人
情
報
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
、

ま
た
は
個
人
情
報
の
紛
失
、
破

壊
、
改
ざ
ん
、
漏
え
い
等
の
予

防
に
努
め
ま
す
。�

５．

個
人
情
報
の
取
扱
い
を�

　
　
含
む
業
務
委
託�

　
本
学
園
は
、
取
得
し
た
個
人

情
報
の
取
扱
い
を
含
む
業
務
を

外
部
業
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、

個
人
情
報
の
安
全
管
理
の
た
め

の
必
要
な
措
置
を
義
務
づ
け
る

な
ど
適
切
な
指
導
と
管
理
を
行

い
ま
す
。�

６．
個
人
情
報
の
開
示
・
訂
正
・

　
　
削
除�

　
本
学
園
は
、
本
人
（
ま
た
は

保
護
者
）
か
ら
個
人
情
報
の
開

示
・
訂
正
・
削
除
の
請
求
が
な

さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
請
求
を

尊
重
し
て
対
応
し
ま
す
。�

以
上�

　
地
球
に
生
き
る
人
間
の
使
命

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
地
球
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
七
月
九
日
、

愛
知
県
長
久
手
町
の
愛
・
地
球

博
会
場
で
開
か
れ
る
。�

　
地
球
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
愛
知

（
代
表
・
加
藤
延
夫
愛
知
医
科

大
学
理
事
長
、
事
務
局
・
中
京

大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

が
主
催
し
、
戦
争
や
貧
困
を
な

く
し
、
自
然
環
境
を
守
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
採
択
、
参
加
者
と
意

見
交
換
す
る
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

緒
方
貞
子
・
国
際
協
力
機
構
理

事
長
が
代
表
と
し
て
起
草
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
委
員
・
発
起
人
に

梅
村
清
弘
総
長
が
名
前
を
連
ね

て
い
る
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
同
事
務
局（
電

話
〇
五
二
―
八
三
二
―
〇
七
三

三
、
電
子
メ
ー
ルinfo@

�
chikyuheiw

a-f.jp

）へ
。�

　
桑
村
哲
生
教
養
部
教
授
が
著

し
た「
性
転
換
す
る
魚
た
ち
―

サ
ン
ゴ
礁
の
海
か
ら
―
」（
岩

波
新
書
、
〇
四
年
九
月
刊
）
が

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
講
談
社

出
版
文
化
賞
の
第
二
十
一
回
科

学
出
版
賞
を
受
賞
し
た
。�

　
オ
ス
か
ら
メ
ス

へ
、
メ
ス
か
ら
オ

ス
へ
と
性
転
換
す

る
魚
た
ち
を
追
っ

て
沖
縄
の
海
で
行

っ
た
研
究
の
成
果

を
紹
介
。「
社
会
的
地
位
の
変

化
に
応
じ
た
性
転
換
」
の
実
態

を
、
失
敗
や
工
夫
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
織
り
交
ぜ
て
平
易
な
文
章

で
興
味
深
く
綴
っ
て
い
る
。�

（単位：％）�梅村学園 消費収支計算書関係比率�図表９�

（単位：％）�梅村学園 貸借対照表関係比率�図表１０�

（単位：百万円）�梅村学園 補助金の推移�図表１１�

比　　　率�

学生生徒等納付金比率�

補 助 金 比 率 �

人 件 費 比 率 �

教 育 研 究 経 費 比 率 �

消 費 収 支 比 率 �

算     式�

納付金/帰属収入�

補助金/帰属収入�

人件費/帰属収入�

教育研究経費/帰属収入�

消費支出/消費収入�

平成１３年度�

83.5

9.5

52.5

25.6

92.7

平成１４年度�

83.9

9.3

54.2

25.0

95.3

平成１５年度�

78.8

7.7

48.8

23.8

97.9

平成１６年度�

84.7

8.1

53.3

29.1

98.6

平成１３年度�

92.0

85.9

272.7

13.7

86.3

平成１４年度�

90.2

84.7

282.8

13.3

86.7

平成１５年度�

89.1

84.1

328.0

11.8

88.2

平成１６年度�

平成１３年度�平成１４年度�平成１５年度�平成１６年度�

89.1

84.1

338.5

11.5

88.5

797

1,206

2,003

765

1,175

1,940

538

1,142

1,680

509

1,103

1,612

比　　　率�

固 定 比 率 �

固 定 長 期 適 合 率 �

流 動 比 率 �

総 負 債 比 率 �

自 己 資 金 構 成 比 率 �

 �

国 庫 補 助 金 �

地方公共団体補助金�

計�

算     式�

固定資産/自己資金�

固定資産/自己資金+固定負債�

流動資産/流動負債�

総負債/総資産�

自己資金/総資産�

（注）評価：　　高い値が良い　　低い値が良い�

評価�

評価�

公
開
講
座�

決�

算�

の�

用�

語�

説�

明�

個
人
情
報
の
保
護
で�

基
本
方
針
を
決
め
る�

梅村学園�

桑
村
哲
生
教
授
の
著
書
に�

講
談
社
の
科
学
出
版
賞�

桑村教授�

万
博
会
場
で
「
地�

球
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」�

梅
村
総
長
も
発
起
人�



　
松
阪
大
学
、
松
阪
大
学
短
期

大
学
部
か
ら
校
名
を
変
更
し
た

三
重
中
京
大
学
と
三
重
中
京
大

学
短
期
大
学
部
の
初
の
入
学
式

が
四
月
三
日
、
松
阪
市
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
。
現
代
法
経

学
部
に
学
部
を
改
組
し
た
大
学

に
二
百
十
七
人
、
食
物
栄
養
学

科
に
加
え
、
こ
ど
も
学
科
が
誕

生
し
た
短
期
大
学
部
に
百
九
十

六
人
が
入
学
し
、
希
望
に
満
ち

た
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。�

　
開
学
以
来
初
め
て
会
場
を
学

外
に
移
し
て
行
わ
れ
た
入
学
式

は
、
中
京
大
学
文
化
会
吹
奏
楽

団
の
演
奏
で
幕
を
開
け
た
。�

　
佐
伯
富
樹
大
学
・
短
期
大
学

部
学
長
が
式
辞
で
、
梅
村
清
弘

総
長
・
理
事
長
と
小
川
英
次
・

中
京
大
学
学
長
が
祝
辞
で
、
そ

れ
ぞ
れ
改
革
や
中
京
大
学
と
の

連
携
強
化
の
意
義
、
建
学
の
精

神
を
説
き
な
が
ら
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
っ
た
学
園
で
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
る
よ
う
激
励

し
た
。�

　
全
員
で
学
歌
を
斉
唱
。
続
い

て
名
古
屋
二
期
会
会
員
の
奥
村

晃
平
さ
ん
（
中
京
大
学
混
声
合

唱
団
技
術
顧
問
）ら
が
、
素
晴

ら
し
い
歌
声
を
披
露
し
、
新
入

生
を
歓
迎
し
た
。�

　
中
京
大
学
文
化
会
吹
奏
楽
団

が
、
見
事
な
演
奏
で
晴
れ
や
か

な
式
典
を
盛
り
上
げ
た
。�

　
前
日
に
バ
ス
で
松
阪
入
り
し

た
一
行
は
、
原
田
奈
央
子
団
長

（
法
学
部
三
年
）
ら
六
十
五
人
。

松
阪
市
に
到
着
直
後
か
ら
当
日

の
朝
ま
で
入
念
な
リ
ハ
ー
サ
ル

を
重
ね
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
、

式
典
の
幕
開
け
と
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
飾
っ
た
の
に
続
き
、
式
直

後
に
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

て
、
「
ハ
ン
テ
ィ
ン
ド
ン
・
セ

レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
四
曲

を
披
露
。
新
入
生
や
父
母
た
ち

か
ら
大
き
な
拍
手
を
送
ら
れ
た
。�

　
楽
団
員
た
ち
は
演
奏
の
ほ
か
、

中
京
大
学
学
歌
を
新
入
生
や
教

職
員
と
一
緒
に
斉
唱
す
る
な
ど
、

改
革
の
一
環
で
も
あ
る
三
重
中

京
大
学
と
中
京
大
学
と
の
連
携

強
化
を
強
く
印
象
づ
け
た
。�

　
三
重
中
京
大
学
（
短
大
部
含

む
）
は
、
第
三
銀
行（
松
阪
市
）、

百
五
銀
行（
津
市
）
、
三
重
県

中
小
企
業
家
同
友
会
（
四
日
市

市
）
と
相
次
い
で
相
互
協
力
協

定
を
結
ん
だ
。�

　
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し

て
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、

互
い
に
協
力
す
る
。
両
銀
行
か

ら
は
、
行
員
各
一
人
を
客
員
研

究
員
と
し
て
地
域
社
会
研
究
所

に
受
け
入
れ
、
共
同
研
究
を
行

う
。�

　
協
定
は
、

第
三
銀
行

と
は
三
月

十
五
日
、

百
五
銀
行

と
は
三
月
二
十
二
日
、
三
重
県

中
小
企
業
家
同
友
会
と
は
四
月

二
十
一
日
に
締
結
。
協
力
期
間

は
い
ず
れ
も
四
月
か
ら
二
年
間
。

協
定
締
結
は
、
前
身
の
松
阪
大

学
時
代
を
含
め
、
松
阪
市
、
松

阪
商
工
会
議
所
と
合
わ
せ
て
五

件
と
な
っ
た
。�

　
連
携
授
業
を
進
め
る
三
重
中

京
大
学
と
三
重
県

立
飯
南
高
校
（
松

阪
市
飯
南
町
）
は
、

「
社
会
科
学
入
門
」

の
授
業
を
受
け
た

生
徒
が
三
重
中
京

大
学
に
入
学
し
、

希
望
し
た
場
合
、

二
単
位
を
認
定
す

る
協
定
を
結
ん
だ
。

四
月
二
十
一
日
、

佐
伯
富
樹
学
長
と

飯
南
高
校
の
中
谷

文
弘
校
長

が
協
定
書

に
調
印
し

た
。�

　
三
重
中

京
大
学
と

飯
南
高
校
と
の
連
携
授
業
は
、

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。

同
校
二
年
生
の
選
択
科
目
の
一

つ
、
「
社
会
科
学
入
門
」
（
年

間
七
十
時
間
）
に
三
重
中
京
大

学
の
教
員
が
出
向
い
て
講
義
を

し
て
い
る
。�

　
今
春
、
同
教
科
の
単
位
認
定

を
受
け
た
生
徒
二
人
が
早
く
も

入
学
。
中
谷
校
長
は
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
支
え
る
の
が
高
大
連

携
教
育
だ
。
今
後
も
信
頼
関
係

を
密
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。�

見
事
な
演
奏
で
新
入
生
を

歓
迎
し
た
中
京
大
学
の
吹

奏
楽
団�

松
阪
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
入
学
式�

飯
南
高
校
で
講
義
す
る

三
重
中
京
大
学
の
浜
谷

英
博
教
授�

三重県中小企業家同友会の事務局で協定書
に調印する宮　由至代表理事（左）と佐伯富
樹三重中京大学長�

三重中京大学�
三重中京大学短期大学部�

中京大学文化会吹奏楽団�

絆結ぶ友情出演�

喜びの 初 入学式�
栄えある一期生413人�

新生�

連
携
強
化�

印
象
深
く�

研
究
員
の
受

け
入
れ
な
ど�

第
三
銀
行�

三
重
県
中
小
企
業
家
同
友
会�

百
五
銀
行�

相
互
協
力
協
定
を
結
ぶ�

と�

飯
南
高
校
と
協
定�

連
携
授
業
を
受
け
た
高
校
生�

入
学
後
、単
位
認
め
る�

地域経済の発展目指し…�



　
跳
馬
の
「
笠
松
跳
び
」
で
体

操
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
た
笠
松
茂

さ
ん（
七
一
年
・
体
育
学
部
卒
）

が
、
四
月
二
十
八
日
発
表
さ
れ

た
春
の
褒
章
で
紫
綬
褒
章
の
栄

誉
に
輝
い
た
。�

　
笠
松
さ
ん
は
、
七
二
年
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
五
輪
の
体
操
団
体
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
、
七
四
年
バ
ル

ナ
世
界
選
手
権
で
も
個
人
総
合
、

床
、
跳
馬
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る

体
操
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

日
本
体
操
協
会
の
常
務
理
事
、

体
操
競
技
委
員
長（
女
子
部
門
）

な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
東
海

テ
レ
ビ
東
名
体
操
ク
ラ
ブ
（
名

古
屋
）
代
表
と
し
て
後
進
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。�

　
笠
松
さ
ん
の
長
男
、
昭
宏
さ

ん
（
中
京
ク
ラ
ブ
）も
体
操
選

手
で
、
〇
三
年
ア
ナ
ハ
イ
ム
世

界
選
手
権
の
男
子
団
体
総
合
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
親
子
二
代

メ
ダ
リ
ス
ト
と
し
て
話
題
に
な

っ
た
。�

　
笠
松
さ
ん
は「
体
操
は
コ
ツ

コ
ツ
練
習
が
私
の
信
条
。
孫
の

よ
う
な
子
た
ち
と
毎
日
、
体
操

の
楽
し
さ
と
感
動
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
供
た

ち
の
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。�

　
陸
上
の
第
十
回
世
界
選
手
権

（
八
月
・
ヘ
ル
シ
ン
キ
）の
代
表

選
手
が
六
月
六
日
発
表
さ
れ
、

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
室
伏
広

治
（
体
育
学

研
究
科
研
究

生
・
ミ
ズ
ノ
）、

女
子
ハ
ン
マ

ー
投
げ
の
室

伏
由
佳
（
体
育
学
研
究
科
博
士

課
程
三
年
・
ミ
ズ
ノ
）
、
女
子

七
種
競
技
の
中
田
有
紀
（
九
九

年
体
育
卒
・
さ
か
え
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
の
本
学
関
係
三
選
手
が
選

ば
れ
た
。�

　
三
選
手
は
、
世
界
選
手
権
の

代
表
選
考
会
を
兼
ね
た
日
本
選

手
権
（
六
月
二
―
五
日
、
東
京
・

国
立
競
技
場
）
で
活
躍
。
室
伏

広
治
選
手
は
父
親
の
室
伏
重
信

体
育
学
部
教
授
が
持
つ
大
会
十

連
覇
を
超
え
る
十
一
連
覇
を
達

成
。
室
伏
由
佳
選
手
は
女
子
円

盤
投
げ
四
連
覇
、
女
子
ハ
ン
マ

ー
投
げ
二
連
覇
の
二
冠
に
輝
い

た
。
中
田
選
手
も
大
会
四
連
覇

を
果
た
し
た
。�

　
世
界
選
手
権
出
場
は
、
室
伏

広
治
選
手
が
六
大
会
連
続
、
室

伏
由
佳
選
手
と
中
田
選
手
は
初
。�

　
体
育
学
部
三
年
の
松
田
丈
志

選
手
が
、
競
泳
の
日
本
選
手
権

（
四
月
二
十
一
―
二
十
四
日
、

横
浜
国
際
プ
ー
ル
）
で
二
年
連

続
四
冠
を
達
成
し
た
。
優
勝
し

た
種
目
は
男
子
四
百
㍍
自
由
形

（
３
分
48
秒
93
）
、
八
百
㍍
自

由
形
（
７
分
58
秒
74
）
、
千
五

百
㍍
自
由
形�

（
15
分
18
秒

23
）
、
二
百

㍍
バ
タ
フ
ラ

イ
（
１
分
56

秒
28
）
の
四
種
目
で
、
八
百
㍍

自
由
形
は
四
年
連
続
。
日
本
選

手
権
は
競
泳
の
世
界
選
手
権（
七

月
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）
代
表

選
考
会
も
兼
ね
て
お
り
、
松
田

選
手
は
世
界
選
手
権
の
切
符
も

手
に
し
た
。�

　
体
育
学
研
究
科
博
士
課
程
三

年
の
坂
口
結
子
選
手
は
、同
選

手
権
女
子
五
十
㍍
平
泳
ぎ
、
百

㍍
平
泳
ぎ
に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ

れ
32
秒
75
、
１
分
10
秒
34
の
タ

イ
ム
で
三
位
入
賞
を
果
た
し
た
。�

　
元
体
育
学
部
教
授
の
陳
全
寿

さ
ん
（
七
六
―
九
六
年
在
職
）

が
団
長
を
務
め
る
中
華
民
国
・

体
育
運
動
科
学
参
訪
団
が
三
月

三
十
一
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
、
梅
村
清
弘
総
長
や
体

育
学
部
の
教
員
ら
と
懇
談
し
た
。�

　
参
訪
団
は
、
日
本
と
台
湾
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
学
術
交
流
の

推
進
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
台

湾
行
政
院
体
育
委
員
会
主
任
委

員
長
（
大
臣
）
の
陳
氏
を
始
め
、

大
学
教
員
や
研
究
機
関
の
研
究

員
ら
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。�

　
陳
氏
は
挨
拶
で
「
台
湾
で
は
、

留
学
生
と
し

て
中
京
大
学

で
学
ん
だ
卒

業
生
た
ち
が
、

ス
ポ
ー
ツ
や

教
育
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
中
京
大
学
と
台
湾

の
交
流
を
一
層
深
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。�

　
参
訪
団
に
は
体
育
学
部
と
体

育
学
研
究
科
の
Ｏ
Ｂ
が
七
人
入

っ
て
お
り
、
留
学
当
時
の
思
い

出
話
に
花
が
咲
く
な
ど
、
懇
談

会
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。�

　
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
本
学
の

学
生
（
複
数
）
の
実
家
に
も

「
あ
な
た
の
息
子
さ
ん
が
交

通
事
故
を
起
こ
し
た
」
「
○

○
さ
ん
（
女
子
学
生
）
が
事

故
に
遭
っ
た
」
な
ど
と
電
話

が
か
か
り
、
「
す
ぐ
に
お
金

を
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」

「
○
○
駅
に
き
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
要
求
す
る
事
件
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー

ス
は
幸
い
、
疑
念
を
抱
い
た
家

族
ら
の
機
転
で
未
遂
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
手
口
が
段
々
巧
妙

化
し
て
き
て
い
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
の
注
意
が
必
要
で
す
。�

　
電
話
や
は
が
き
に
よ
る
「
有

料
番
組
未
納
利
用
料
請
求
」
な

ど
の
詐
欺
事
件
も
頻
発
し
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
「
お
知
ら
せ

し
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。
○
月

○
日
午
後
○
時
―
○
時
に
電
話

く
だ
さ
い
」
と
書
い
た
は
が

き
を
送
り
つ
け
、
本
学
学
生

に
電
話
さ
せ
よ
う
と
し
た
事

件
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
学
生
の
皆
さ
ん
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
元
に
不
審
な
電

話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

学
生
課（
電
話
〇
五
二
―
八

三
五
―
七
一
六
三
）
に
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

学
生
課�

受
章
を
喜
ぶ
笠
松
さ
ん�

　
　（
東
海
テ
レ
ビ
東
名
体
操
ク
ラ
ブ
）�

懇談会で挨拶する陳団長（右）と梅村総長�

跳馬の笠松 茂さん（　）�'71年�
体育卒�

紫
綬
褒
章
に
輝
く�

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
な
ど�

次
々
の

に
栄
誉�

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
な
ど�

次
々
の
金
に
栄
誉�

中
華
民
国
・
体
育

運
動
科
学
参
訪
団�

豊田キャン
パ　スを訪れる�

陳全寿団長（　  ）ら�体育学部�
の元教授�

室
伏
広
治
選
手
が
　
連
覇�

11

松
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手（
　 

）ま
た
四
冠�

体
　
育�

３�

室
伏
由
佳（
　   

）、中
田
有
紀（
　  

）選
手
も�

女
子
ハ
ン�

マ
ー
投
げ�

女
　
子�

七
　
種�

ハ
ン
マ
ー
投
げ�

日
本

選

手

権

�

世
界
選
手
権
出
場
へ�

競

泳

�

日
本

選

手

権

�

世
界
選
手
権
へ
ゴ
ー�

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に�

注
意
し
て
く
だ
さ
い
!!
�

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に�

注
意
し
て
く
だ
さ
い
!



　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
二
号

館
で
全
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
進
ん
で
い
る
。
教
室
の
全
面

的
改
造
の
ほ
か
、
二
百
席
余
の

ス
ペ
ー
ス
と
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
な

ど
を
備
え
た
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
が

新
し
く
設
け
ら
れ
、
学
生
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ

ア
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。�

　
二
号
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
地
上
四
階
、
地
下
一
階
、

延
べ
床
面
積
六
、
二
四
三
平
方

㍍
で
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

建
造
物
と
し
て
は
比
較
的
古
い

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）

の
建
築
。
こ
の
た
め
耐
震
化
工

事
を
行
い
、
併
せ
て
建
物
全
体

の
大
が
か
り
な
改
造
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。�

　
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
一
〜
三

階
一
部
吹
き
抜
け
の
大
教
室
（
２

１
１
教
室
）
の
一
階
部
分
七
〇

四
平
方
㍍
を
改
造
し
て
新
設
さ

れ
る
。
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の

代
表
的
な
憩
い
の
空
間
、
ガ
レ

リ
ア
に
匹
敵
す
る
規
模
で
、
ミ

ニ
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
音
響
設

備
、
情
報
端
末
機
、
テ
ラ
ス
な

ど
も
備
え
る
。
併
せ
て
、
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
前
の
広
い
玄
関
・
ホ

ー
ル
も
明
る
く
開
放
的
な
親
し

み
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
に
生
ま
れ

変
わ
る
。�

　
二
号
館
の
改
造
は
こ
の
ほ
か
、

２
１
１
教
室
の
二
、
三
階
部
分

に
教
室
三
室
が
新
設
さ
れ
、
三

階
、
四
階
の
大
教
室
が
全
面
改

修
さ
れ
る
。
身
体
障
害
者
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
新
設
、
障

害
者
用
ス
ロ
ー
プ
も
設
置
さ
れ

る
。�

　
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
の
使
用
開
始

は
今
年
九
月
。
全
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
完
成
は
二
〇
〇
七
年
四
月

の
予
定
。�

　
学
生
た
ち
の
情
報
発
信
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
の

十
九
号
館
（
三
階
建
て
、
三
、

四
六
九
平
方
㍍
）
を
中
心
に
、

講
義
棟
の
二
十
号
館
（
二
階
建

て
、
一
、
〇
二
三
平
方
㍍
）と

二
十
一
号
館
（
五
階
建
て
、
五
、

一
五
六
平
方
㍍
）
を
両
側
に
配

し
て
一
体
化
さ
せ
た
、
明
る
く

て
開
放
的
な
施
設
。�

　
斜
面
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ

て
お
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ブ
リ

ッ
ジ
が
架
け
ら
れ
た
十
九
号
館

三
階
部
分
が
建
物
全
体
の
玄
関

ホ
ー
ル
。
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
と

掲
示
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
、
ア
ト

リ
ウ
ム
の
ロ
ビ
ー
、
ラ
ジ
オ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ｍ
ス
タ
ジ
オ
）

な
ど
が
あ
り
、
学
生
の
た
め
の

施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
造
り
に
な

っ
て
い
る
。
二
階
が
学
生
ラ
ウ

ン
ジ
で
、
百
八
十
三
席
分
の
椅

子
を
配
置
。
講

義
の
合
間
の
自

習
や
休
憩
の
た

め
の
利
用
、
グ

ル
ー
プ
で
の
利

用
な
ど
の
ほ
か
、

丼
や
ラ
ー
メ
ン
、

う
ど
ん
、
そ
ば
な
ど
の
専
門
店

が
利
用
で
き
る
フ
ー
ド
コ
ー
ト

と
も
な
っ
て
い
る
。
一
階
に
は

売
り
場
面
積
四
百
平
方
㍍
の
大

規
模
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
プ
ラ

ザ
・
ド
ゥ
」
が
あ
る
。�

　
教
育
複
合
棟
の
南
側
に
は
、

芝
生
広
場
や
ミ
ニ
里
山
、
散
策

路
な
ど
を
持
つ
屋
外
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
が
二
〇
〇

六
年
春
の
完
成
を
目
指
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
。�

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
と
学
生
交
流
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
建
設
さ
れ
た
教
育
複
合
棟
が
完
成
し
、
新
年
度
か

ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。�

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
名
古
屋
七
月
二
十
三
・
二
十
四
日
、
豊
田
九
月
二

十
五
日
）
の
案
内
、
入
試
相
談
会
の
日
程
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

テラス側から見た
学生ラウンジ�

＝イメージ図�

アトリウムのロビー（19号館３階）�

広々としたラウンジ（19号館２階）�

完成した教育複合棟（南門側から）�

9
月
完
成�

教育複合棟が完成�

二
〇
〇
六
年
度
の
入
試
案
内�

⑫
⑬
面
に�


